研究・イノベーション学会
国際問題分科会 ポイント
· 2026年2月分科会【通算第338回】
【日  時】2026年2月18日（水）
18:00 - 20:00 (講演・討議)  20:00 – 21:00 (講師を囲んでフォローアップ)
【場  所】 Zoom 方式によるオンライン会合
【テーマ】 生成ＡＩを活用したＲ＆Ｄ戦略策定を超えて
【講　師】株式会社リコー 技術統括部 技術経営センター 技術調査室 技術調査Ｇ
大杉　史織氏
【ポイント】
1 生成AIで人手では網羅できない量の技術ロードマップを自動生産。
2 生成AIが候補と論点を広くそろえ、人が検証して段階的に絞り込む。
3 社内試行の評価：①概念把握、②新領域の発見。
4 しかし、詳細情報不足、精度向上は要改善。
5 生成AIをツールでなく、ビジネスモデルの刷新・改革のための手段として活用。
· 2026年1月分科会【通算第337回】
【日  時】2026年1月14日（水）
18:00 - 20:00 (講演・討議)  20:00 – 21:00 (講師を囲んでフォローアップ)
【場  所】 Zoom 方式によるオンライン会合
【テーマ】 グローバルサウスが問う『空間軸』と『時間軸』－地政学的関心を超えて
【講　師】高崎経済大学経済学部教授
矢野　修一　氏
【ポイント】
1 グローバルサウス (GS) の源泉は奴隷貿易、植民地支配にあり。
2 今日、地政学的関心から「国取り合戦の様相。」
3 GSの「共時性」と「通時性」の認識が肝要。
4 文化・スポーツを含め多様なスキームが存在。卓越点に注目してシンクロナイズするのも一考。
5 GSは場所ではない。「問い」であり、「プロジェクト」。
· 2025年12月分科会【通算第336回】
【日  時】2025年12月17日（水）
18:00 - 20:00 (講演・討議)  20:00 – 21:00 (講師を囲んでフォローアップ)
【場  所】 Zoom 方式によるオンライン会合
【テーマ】 大学授業の国際比較－「対面」への回帰
【講　師】同志社大学 社会学部 教育文化学科教授
山田　礼子　氏
【ポイント】 
1 大半の国は、コロナを奇貨としてオンライン学習が一般的に活用。
2 オンラインの方がGC (グローバルコンピテンス) 習得率が高い。
3 日本のGC習得度は他国より相当低いがコロナ後の習得スコアは全般的に向上。
4 コロナの終焉によって日本の対面復帰は突出。
5 日米ともGCを獲得するようなSTEMに腐心。

· 2025年11月分科会【通算第335回】
【日  時】2025年11月12日（水）
18:00 - 20:00 (講演・討議)  20:00 – 21:00 (講師を囲んでフォローアップ)
【場  所】 Zoom 方式によるオンライン会合
【テーマ】 行動経済学の死
【講　師】公立はこだて未来大学 システム情報科学部　教授

川越 敏司　氏
【ポイント】 
1 ミレニアム(2000年)以前は行動経済学と伝統経済学は対立。
2 その後も「行動経済学の死」が宣告 (e.g., ジェイソン・フルハ)。
3 再現性がなく、ナッジ効果も疑問がその根拠。
4 しかし、ミレニアム後は一般理論の発展に支えられて対立が解消。
5 数学、物理に限らず、生物学等も貢献 (e.g., 進化経済学)。

· 2025年10月分科会【通算第334回】
【日  時】2025年10月17日（金）
18:00 - 20:00 (講演・討議)  20:00 – 21:00 (講師を囲んでフォローアップ)
【場  所】 Zoom 方式によるオンライン会合
【テーマ】 生成ＡＩ主導イノベーションの展望
【講　師】大阪大学 経済学研究科 准教授

高 東也　氏
【ポイント】 
1 「AIをイノベーションする時代」から「AIがイノベーションする時代」への変革の認識が重要。
2 AIではなく、「新しいタイプの人間」が職を奪う、との認識が重要。
3 AIエージェントでも全く新しいものを創り出すことは不可能。人間の脳の補完が重要。
4 AIエージェントができないことを人智が補完し、それがAIを進化させる共進構造が重要。
5 「AIが人間を代替するか」ではなく、「AIが人間の知恵をどう拡張できるか」が重要。
· 2025年9月分科会【通算第333回】
【日  時】2025年9月17日（水）
18:00 - 20:00 (講演・討議)  20:00 – 21:00 (講師を囲んでフォローアップ)
【場  所】 Zoom 方式によるオンライン会合
【テーマ】 「帝国と観光 - 『満州』 ツーリズムの近代」
【講　師】駒澤大学 グローバル・メディア・スタディーズ学部 教授
高 媛　氏
【ポイント】 
1 「観光の政治学」　という視点で、「観光を生み出す政治」及び「観光が生み出す政治」を洞察。
2 ホスト・ゲストだけでは説明できない「代理ホスト」の役割を抽出。
3 「代理ホスト」のまなざしを分析してみると問題点が浮き彫り。
4 米国でも「満州研究」は高い関心 (アフガンの国家造り等の先例)。
5 欧州でもリットン調査団の功罪等に関して関心大。露は不明。
· 2025年8月分科会【通算第332回】
【日  時】2025年8月6日（水）
18:00 - 20:00 (講演・討議)  20:00 – 21:00 (講師を囲んでフォローアップ)
【場  所】 Zoom 方式によるオンライン会合
【テーマ】 文化人類学、ビジネスに活用 - 数字に出ない 「文脈」 知る

【講　師】アイデアファンド代表取締役、国際大学GLOCOM主任研究員
大川内 直子 氏
【ポイント】 
1 文化人類学は、(i)ホリスティック (包括的)思考法に立脚、(ii)「参与観察」調査手法を駆使を特徴。
⓶　両特徴双方を内包している学問は稀有で、両者の共進によって思考法・調査手法双方の高度化が期待。
③ 参与観察(ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ)というわかりやすい方法論故、ビジネスシーンへの応用効用がイメージしやすい。
4  Ideafund社は、文化人類学を実践し、得られた経験値をアカデミアに還流する知のサーキュレータ―。
⑤ 成熟した資本主義社会においてはアイデアが資本を呼び寄せ、資本主義の原動力となる。
· 2025年7月分科会【通算第331回】
【日  時】2025年7月16日（水）
18:00 - 20:00 (講演・討議)  20:00 – 21:00 (講師を囲んでフォローアップ)
【場  所】 Zoom 方式によるオンライン会合
【テーマ】 東アジア現代史
【講　師】敬愛大学 国際学部 客員教授
家近 亮子 氏
【ポイント】 
1 東アジアの現状からみる近現代史再考：　現在の歴史教育にはこの視点が欠如。
2 蒋介石の外交戦略の最大成果：日独伊に宣戦布告（それまでは宣戦布告なき日中戦争）。
3 四大国の１になるも「以徳報怨」の4大政策 (天皇制、ソ連の日本分割阻止、賠償請求放棄等)。
4 蒋介石自身の通算5年の日本体験が影響（毛沢東にはなし）→ 生まれた時代・場所が意思決定を支配。
5 東アジア共通の少子高齢化問題。中韓の源泉には儒教思想 (4人の両親の扶養は結婚を逡巡)。
· 2025年6月分科会【通算第330回】
【日  時】2025年6月18日（水）
18:00 - 20:00 (講演・討議)  20:00 – 21:00 (講師を囲んでフォローアップ)
【場  所】 Zoom 方式によるオンライン会合
【テーマ】 産業政策の意図せざる結果
【講　師】一橋大学 経営管理研究科 教授
島本 実 氏
【ポイント】 
1 「見える手を使え」、しかし、「見えざる手を止めるな」。
2 過去から学ぶことが要諦。しかし、それを上回る創造的な対応が肝要。
3 競争が起こる形での協力が要諦。
4 パラダイム変化の洞察とタイムリーな「見える手」、「見えざる手」双方の操作が鍵。
5 ビジョンによる以上の手立ての構想が肝要。
· 2025年5月分科会【通算第329回】
【日  時】2025年5月16日（金）
18:00 - 20:00 (講演・討議)  
【場  所】 Zoom 方式によるオンライン会合
【テーマ】 日本の価値再発見：異分野間の融合に貢献する見えざる卓越性
【講　師】キュレーター、京都大学客員教授、前金沢２１世紀美術館 館長

長谷川 祐子 氏
【ポイント】 
1 多元化の一途をたどる社会において、各命題を融合させていく機能が重要。芸術にその機能が期待。
2 協働/参加性/共有 (Collaboration/Participation/Sharing) が基底通念。
3 異文化の良さを柔軟に取り入れる共創力の高さも日本文化の卓越点。
4 このような共創力の卓越性を内包しながらデジタル化に立ち遅れたのは、芸術の融合力の欠如に起因。
5 卓越した共創力に自信をもって、相手の文化圏に応じた切り口や言葉を使って日本の独自性を伝えることが重要。
· 2025年4月分科会【通算第328回】
【日  時】2025年4月16日（水）
18:00 - 20:00 (講演・討議)
【場  所】 Zoom 方式によるオンライン会合
【テーマ】 比較の中の韓国政治
【講　師】同志社大学 グローバル地域文化学部 教授
浅羽　祐樹 氏
【ポイント】 
①　「取説・注釈書・判例集から見る韓国政治」という視点で韓国政治が展望可能。
2 過去の失敗の学習が生かされずに繰り返されるインスティテューションに注目。
3 司法政治論「司法も国会や大統領、有権者の動向を見ながら戦略的に行動を選択」の視点は明解。
4 憲法政治から少子高齢化、年金、景気等の問題を抱えた通常政治へのシフトが促されないのは不可解。。
⑤ 異なる制度・歴史・時間観念を有する韓国人の歩みや葛藤を理解するのがポイント。
· 2025年3月分科会【通算第327回】
【日  時】2025年3月12日（水）
18:00 - 20:00 (講演・討議) 20:00 – 21:00 (講師を囲んでフォローアップ)
【場  所】 Zoom 方式によるオンライン会合
【テーマ】 データとケースでわかるヨーロッパ企業
【講　師】同志社大学 経済学部経済学科 准教授
和田　美憲 氏
【ポイント】 
①欧企業は歴史的に世界企業の範。その軌道選択は企業経営に有益な示唆。
②主要経営指標、事例分析、基幹産業のR&D戦略評価を通じて欧企業のIdentity を抽出。
③ ROE, M&A, Corporate Governance が代表経営指標。ESG等も看過できない。
4 独ポスト、英鉄道、伊ファッション、スエーデン家具等を事例分析。ノキアやスイス企業等も要分析。
⑤ 中国との距離感、対米自立等も要検証。
· 2025年2月分科会【通算第326回】
【日  時】2025年2月19日（水）
18:00 - 20:00 (講演・討議) 20:00 – 21:00 (講師を囲んでフォローアップ)
【場  所】 Zoom 方式によるオンライン会合
【テーマ】 学びの本質－グローバルサウスから見たイノベーションと技能形成
【講　師】名古屋大学大学院国際開発研究科 教授
山田 肖子 氏
【ポイント】 
①制度化の軸をずらしてイノベーション生成の原点を見るとの着想でアフリカ研究に没頭
2 アフリカの伝承文化がネットワーク型の知識生成社会の形成に示唆。
③制度が未成熟故にイノベーション生成社会が残るが、制度化が進展すれば喪失する懸念。
④制度化が進むにつれてトップダウン目標とボトムアップの躍動とのミスマッチが拡大。
⑤　インフォーマル経済とフォーマル経済との共存によるハイブリッド効果に注目。
· 2025年1月分科会【通算第325回】
【日  時】2025年1月15日（水）
18:00 - 20:00 (講演・討議) 20:00 – 21:00 (講師を囲んでフォローアップ)
【場  所】 Zoom 方式によるオンライン会合
【テーマ】 「ドラギ報告：欧州の競争力の未来」の批判的評価
【講　師】静岡大学 人文社会科学部 経済学科 教授
安藤　研一 氏
【ポイント】 
①伊ドラギ前首相（元欧州中央銀行総裁）のEUに提出した報告書「欧州の競争力の未来」。
②欧州で賛否両論。フォンデアライエンEU委員長は賛同。。
3 EUは米・中・EUの３極の1、格差少、成長力に陰り、の3点がポイント。
4 イノベーション戦略に難点（破壊的イノベーション・そのスピルオーバーの軽視）。
⑤ 官民投資慫慂面で石破戦略とも戦略が符合。トランプ政権に対し日EU タッグ臨むのも一考。
· 2024年12月分科会【通算第324回】
【日  時】2024年12月19日（木）
18:00 - 20:00 (講演・討議) 20:00 – 21:00 (講師を囲んでフォローアップ)
【場  所】 Zoom 方式によるオンライン会合
【テーマ】 資源と経済の世界地図
【講　師】東京大学 公共政策大学院 教授
鈴木　一人 氏
【ポイント】 
① 地経学における経済安全保障は、戦略的自律性及び戦略的不可欠性を志向。
2  ルールに基づく国際秩序原則との折り合いがポイント。政治的介入、軍事的安全保障との接近も不可避。
③ 西側諸国の自由貿易体制を起点とするも、非西側諸国の自由貿易への編入、西側諸国内の分断が浮
④半導体は在来の地経学的経済安全保障の理念やスキームの限界を顕著に露呈。
⑤ エネルギー資源は脱炭素課題の高まりの中で地経学的運命論を超えた対応の緊要性を提起。
· 2024年11月分科会【通算第323回】
【日  時】2024年11月13日（水）
18:00 - 20:00 (講演・討議) 20:00 – 21:00 (講師を囲んでフォローアップ)
【場  所】 Zoom 方式によるオンライン会合
【テーマ】 日本経済の故障箇所

【講　師】東京都立大学 経済経営学部 教授
脇田　成 氏
【ポイント】 
①失われた30年緒真因は１９９８年以降の企業の内部留保増大。
②主源泉は、生産性以下の賃金設定による家計の消費意欲喪失。
③家計に所得を返すには (i) 賃上げ、(ii) 配当収入増加、円高による輸入物価引き下げ。
④技術進歩、人口減少対策は肝要。初心忘れず、金融政策も再検討。
⑤「インターネットの効用は利潤を基に計測するGDPでは測れない」ことにも起因しているのではないか。
· 2024年10月分科会【通算第322回】
【日  時】2024年10月16日（水）
18:00 - 20:00 (講演・討議) 20:00 – 21:00 (講師を囲んでフォローアップ)
【場  所】 Zoom 方式によるオンライン会合
【テーマ】 データでわかる2030年 - 雇用の未来
【講　師】株式会社ニューラルCEO / 信州大学グリーン社会協創機構 特任教授
夫馬 賢治 氏
【ポイント】 
①　サスナビリティ経営は不可能を可能にして競争力を高める力が試される。
2 外国企業は社会課題解決の取り組みに注力する理由を収益の創出と認識。日本企業にはこれが希薄。
3 環境、社会双方で企業による持続可能性努力が最後の頼みの綱。
④　イノベーションによる解決が不可欠。生成AI に期待。
⑤ 不確実性の時代には知の探索、深化双方の両利き経営が必要。
· 2024年9月分科会【通算第321回】
【日  時】2024年9月11日（水）
18:00 - 20:00 (講演・討議) 20:00 – 20:30 (講師を囲んでフォローアップ)
【場  所】 Zoom 方式によるオンライン会合
【テーマ】 経営理念の歴史的変遷：経営理念からパーパスまで
【講　師】金沢星稜大学 経済学部　教授
野林　晴彦　氏
【ポイント】 
①　「理念」という用語は、イデー（観念）→理性観念→理念、と普及。
2 戦時体制下で、普遍性、精神性、道徳性を高揚。
3 戦後も、社会的責任等西欧の影響大。
④　日本にも「三方よし」等伝統的に固有の「経営理念」が存在したが、経済低迷下で総じて卑下。
⑤　モノづくり→デジタル→AI/ML主導等産業基盤が変遷している中で、「経営理念」の再構築が必要。
· 2024年8月分科会【通算第320回】
【日  時】2024年8月7日（水）
18:00 - 20:00 (講演・討議) 
【場  所】 Zoom 方式によるオンライン会合
【テーマ】 アジア経済社会の変化と展望
【講　師稲田大学大学院アジア太平洋研究科　教授
遠藤　環 氏
【ポイント】 
1  アジア化するアジア： 産業間分業から産業内・工程間分業へ。東南アと南西アでは同質性と異質性。
②　キャッチアップ方発展からリープフロッグへ。デジタル化により一層加速。
③　急速で圧縮化した発展（都市化・少子高齢化・格差・環境問題）。
④先進国型の課題と途上国型の課題の併存：共存か共進化か。
⑤ インフォーマル経済の拡大、ギグエコノミーの台頭。
· 2024年7月分科会【通算第319回】
【日  時】2024年7月17日（水）
18:00 - 20:00 (講演・討議) 
【場  所】 Zoom 方式によるオンライン会合
【テーマ】 経営を科学する
【講　師】北海学園大学大学院経営学研究科　教授
大平　義隆 氏
【ポイント】 
①　経済活動は、畢竟人と人との交換（個と個の便益の交換）に過ぎない。
2 個の交換に生じる緊張の緩和から効率化の工夫、集団の利用、会社の工夫が派生。
3 バーナードの組織の3要素は時代を超越して今日的示唆を啓示。
④　しかし、デジタル社会のプラットフォーム指向、ステークホルダー資本主義シフトに通じるか疑問。
⑤ 今日的な個と個の「我々意識」（目標の達成感等）を持っての交換は経済活動の原理を超越。
· 2024年6月分科会【通算第318回】
【日  時】2024年6月11日（火）
18:00 - 20:00 (講演・討議) 

【場  所】 Zoom 方式によるオンライン会合
【テーマ】 Z 世代のアメリカ
【講　師】同志社大学大学院 グローバル・スタディーズ研究科 准教授 
三牧　聖子 氏
【ポイント】 
① 米国の Z 世代のうねりは、１０．７のガザ人道危機に対する米国の世論形成・意思決定を律する勢い。
2 これは、Z世代に代表される新しい世代の新しいイスラエル・パレスティナ観を形成。
3  このような潮流は、むしろグローバルサウスの方が強力・堅固・純粋。
④　これは、Z世代人口の構成比、SNS依存度、正論の客観視可環境の違いに依拠し、要注意深い観察。
⑤  Z 世代のSNS-driven を考えれば、生成AI、ポストコロナ体験によるポストZ 世代の台頭も看過できない潮流。
· 2024年5月分科会【通算第317回】
【日  時】2024年5月7日（火）
18:00 - 20:00 (講演・討議) 20:00 – 21:00 (講師を囲んでフォローアップ)

【場  所】 Zoom 方式によるオンライン会合
【テーマ】 変容するインドネシア
【講　師】跡見学園女子大学文学部 教授
小川　忠 氏
【ポイント】 
①インドネシアは (i)中間層拡大、(ii)消費社会化、(iii)高学歴化、(iv)デジタル化、(v)イスラム化 に直面。
②中でも、社会の近代化、グローバル化を背景に７０年代後半以降進行した「イスラム覚醒」の影響が顕著。
③政権はパンデミックを活用。イスラムが人と人との絆を強める社会資本として機能。
④インドネシアのナショナリズムはパンデミックに起源をもち(ペスト、スペイン風邪、日本軍政下)、原点回帰。
⑤　経済成長、民主化とイスラムの好循環に自信を得て、「イスラム近代化のお手本」を自負して、イスラム外交を展開。

· 2024年4月分科会【通算第316回】
【日  時】2024年4月10日（水）
18:00 - 20:00 (講演・討議) 

【場  所】 Zoom 方式によるオンライン会合
【テーマ】 気候政策を支援する金融 - 市場拡大へ共通基準設定を
【講　師】慶應義塾大学 総合政策学部 教授
白井　さゆり 氏
【ポイント】 
① 気候変動は金融の話。金をどうやって持ってくるか。情報開示ないところには金は入ってこない。
②情報開示の４つの柱：(i) ｶﾞﾊﾞﾅﾝｽ、(ii) 戦略、(iii)リスク管理、(iv) 指標と目標 。
③EUが Global Standard セッター。中国は早い段階からEUに接近して互換性に腐心。
④日本は早い段階から排出量を義務付け Scope 1, 2 は進んでいるが、Scope 3 の開示が課題。
⑤  東南アジアも積極的。ADBメンバーを順次慫慂して、ADBI-ADB Climate Finance Dialogue を展開。
· 2024年3月分科会【通算第315回】
【日  時】2024年3月11日（月）
18:00 - 20:00 (講演・討議) 20:00 – 21:00 (講師を囲んでフォローアップ)

【場  所】 Zoom 方式によるオンライン会合
【テーマ】 中国の国内情勢から見た米中「競争」
【講　師】東京大学 大学院 総合文化研究科 教授
 川島　真　氏
【ポイント】
① 党政不分のもと社会主義現代化強国をねらいに、党への一元的権力集中。
② 習近平は、軍にも力を有し、社会管理を徹底し、万事「安全」優先。
③「国進民退」(国有企業中心の統制経済)のもと、マクロは諸問題、ミクロは諸可能性。
④ 一帯一路は債務・再建両者のワナの中で、量から質への転換を軸に再考中。
⑤ 日中関係は、現実を踏まえ、隣国としての重要性を認識して経済安保・外交・人的交流等を展開。

· 2024年2月分科会【通算第314回】
【日  時】2024年2月21日（水）
18:00 - 20:00 (講演・討議) 20:00 – 21:00 (講師を囲んでフォローアップ)

【場  所】 Zoom 方式によるオンライン会合
【テーマ】 ノーベル経済学賞にゴールディン教授－男女賃金格差の解明に貢献
【講　師】ウプサラ大学 経済学部 助教授
奥山　陽子 氏
【ポイント】
① 経済史の視座で労働経済学の理論と実証手法で過去200年の女性の労働参加率を再推定。
2  格差・差別の「知られざる損失」を暴くとともに、支配要因を因数分解して方法論面でも改善。
3 21世紀の米国の男女賃金格差の本質は「説明される差」に依拠。
4 「貪欲な仕事」 (Greedy job) ほど男性中心で高収入。これが男女賃金格差の要因。
⑤ 男女賃金格差研究は、尽きるところ、Gender を超えた人間の働き方の原点の研究に帰着。
· 2024年1月分科会【通算第313回】
【日  時】2024年1月19日（金）
18:00 - 20:00 (講演・討議) 20:00 – 21:00 (講師を囲んでフォローアップ)

【場  所】 Zoom 方式によるオンライン会合
【テーマ】 競争政策の今 - 米当局合併規制を大転換
【講　師】成城大学 社会イノベーション学部 教授
岡田 羊祐 氏
【ポイント】
① 2010 年来の改訂。デジタル化の急進・市場集中に呼応。「規制改革硬派」が主導。生
2  AIの急普及、ナショナルセキュリティの高揚にともなう政府主導半導体産業育成策は想定外。
③「市場集中」、「競争減殺」がキーコンセプト。「構造的推定」による理論・実証両面の説得に腐心。
④ アマゾンに代表される巨大IT企業の規制に翻弄。その代表性やビジネスモデルの変容は不斟酌。
⑤　競争、独占抑制、成長やイノベーションへのブレーキ回避の同時解の追及に依然課題。
· 2023年12月分科会【通算第312回】
【日  時】2023年12月13日（水）
18:00 - 20:00 (講演・討議) 20:00 – 21:00 (講師を囲んでフォローアップ)

【場  所】 Zoom 方式によるオンライン会合
【テーマ】 サステナビリティ: SDGs以後の最重要生存戦略
【講　師】シェアードバリュー・コンサルティング合同会社代表
水上 武彦 氏
【ポイント】
①   製品・サービス、バリューチェーン(VC)、ビジネスエコシステムにわたる多層的なCSVがサステナビリティの要諦。
②  製品・サービスCSV: コラボが重要、VCの CSV: 自社VCの各活動に係る課題解決を通じて生産性の向上を追求。
③ ビジネスエコシステムのCSV: 社会課題解決を通じてエコシステムを強化。
④　世界のサステナビリティに向けた生産者・消費者・投資家・市民としての1人１人の選択と行動に人類の未来は依存。
⑤ 先進国・途上国、加害者・被害者の確執を超えた共通の理念への昇華が鍵。

· 2023年11月分科会【通算第311回】300回記念国際シンポジウム
【日  時】2023年11月17日（金）
18:00 - 20:30 (講演・討議) 　 https://foxc-j.com/jisympo.html
【場  所】 Zoom 方式によるオンライン会合
【テーマ】グローバルサスの脱炭素化に向けた日印パイロットシンポジウム
－日本のモノづくり力とインドのデジタル変革の融合

【講　師】 日印米・UNIDO 12人
【ポイント】
① 日印は世界のCO2排出の No. 3, 5。グローバルサウスは世界の2/3 のCO2.　インドはその盟主を志向。
② インドはデジタル化に邁進するも製造技術の発展に難航。DXは分水嶺に直面。日本のモノづくり力との融合が期待。
③ 本シンポは、経済的にも地政学的にもグローバルサウスが注目されている中でタイムリー。時代的課題。
4 グローバルサウスの気候変動脆弱国への移転効果大。日・印・脆弱国3者間の多層的好循環が期待。
⑤ インドのパイロット事業を核に将来的には東南アジア、アフリカ、南米にも拡大。
· 2023年10月分科会【通算第310回】
【日  時】2023年10月4日（水）
18:00 - 20:00 (講演・討議) 20:00 – 21:00 (講師を囲んでフォローアップ)

【場  所】 Zoom 方式によるオンライン会合
【テーマ】 「グローバル・サウス」概念の登場：その背景と課題
【講　師】 神奈川大学大学院 法学研究科 教授
大庭　三枝 氏
【ポイント】
1 グローバル・サウス (GS) 概念の登場、注目されるに至った背景は、国際新秩序の変容の縮図。
2 グローバル化の進展と不離一体、世界大で取り組む課題の増大とも軌を一。デジタル化、脱炭素が決定的。
3 「収奪される存在としてのGS」から「勃興する存在としてのGS」への変容。「支援する途上国」概念の刷新。
4 三つの基準：先進国でない、植民地主義・帝国主義に蹂躙された経験共有、一極となりうる大国でない。
5 日本の戦略：多様性と実体認識。従来の対先進国外交でもなければ、ODA主導対途上国外交でもない新機軸が肝要。
· 2023年9月分科会【通算第309回】
【日  時】2023年9月13日（水）
18:00 - 20:00 (講演・討議) 20:00 – 20:30 (講師を囲んでフォローアップ)

【場  所】 Zoom 方式によるオンライン会合
【テーマ】 気候安全保障の論理－気候変動の地政学リスク
【講　師】 京都大学 大学院総合生存学館　准教授
関山　健 氏
【ポイント】
1 気候安全保障：気候変動が遠因の紛争や暴動から国や社会を防御。気候変動インパクトの増幅器。
②　2007 英国が国連安保理で提起。同年環境省も報告書発表。一端埋没。2020パリ協定運用開始で再燃。
3 地球温暖化の影響としてすでに指摘しつくされていることではないか。安全保障・紛争が新視点。
4 同視点導出によって南北間の一丸となった対応が加速されるか。被害論争に油を注ぐことにならないか。
⑤　気候工学 (太陽放射管理・CO2除去)　要注目。しかし実効不明。過剰期待で現取り組み気運低下に注意。
· 2023年8月分科会【通算第308回】
【日  時】2023年8月9日（水）
18:00 - 20:00 (講演・討議) 

【場  所】 Zoom 方式によるオンライン会合
【テーマ】 目覚めた大国インドのポテンシャル － 最先端AI技術開発におけるインドとの産学連携
【講　師】 AWL株式会社取締役 CTO
土田 安紘 氏
【ポイント】
1 インドの魅力は、(i) 豊富な人材と活力、(ii) 勤勉・高語学力、(iii) マーケットと成長性。
2 あわせて、(iv) 高度な研究開発、(v) 比較的安価な人件費、物価水準、(vi) スタートアップのエコシステム。
3 グローバルビジネスを展開するうえで、以上のポテンシャルを活用することは必須の要件化。
4 インドの最適化コンセプトは異質。Optimization in a chaos system. が基本。その理解は困難。困難さが魅力。
5 AWL AI India (2022/3 設立) はインドのAI 逸材との遭遇に恵まれ、この「困難さの魅力」を追求。
· 2023年7月分科会【通算第307回】
【日  時】2023年7月7日（金）
18:00 - 20:00 (講演・討議) , 20:00 – 21:00 (講師を囲んでフォローアップ)

【場  所】 Zoom 方式によるオンライン会合
【テーマ】 露・ウクライナ戦争と露・中関係、露・中央アジア関係
【講　師】 中央アジア・コーカサス研究所　所長

田中 哲二 氏
【ポイント】
1 1991年以降のNATO の急速な東進は、ロシアに被害者ナショナリズムを高揚。
2 ウクライナは、露にとっては、ナポレオン、ヒットラーに次ぐ 「第3次大祖国戦争」。
3 他方、中国にとっては、一帯一路戦略を完結するうえで不可決な海路・陸路の結節点。
4 世界人口の半分を占める上海協力機構構成国の「親日的中露緩衝国家群」のバッファー機能が重要化。
5 併せて、ポストウクライナを見据えた国連改革、ODA戦略、アフリカ支援 （現状は３割中国、２割露）が不可欠。
· 2023年6月分科会【通算第306回】
【日  時】2023年6月14日（水）
18:00 - 20:00 (講演・討議)

【場  所】 Zoom 方式によるオンライン会合
【テーマ】 超デジタル世界 － この国のデジタル化は成功するのか？
【講　師】 東京大学 大学院情報学環・学際情報学府 名誉教授
西垣　通 氏
【ポイント】
1 日本のクローズドな企業ITは米国に次ぐレベルを謳歌。だが、その社会全体への適用に遅れ。
2 日本は内向きのローカル文化に卓越するもグローバルな思考・展開に劣後。デジタル敗戦に帰結。
3 Think global, Act local が要諦。だが、Global – local の Interface が稚拙。
4 情報科学は、コンピューティング（他律的機械システム）とサイバネティックス（自律的生物システム）のパラダイムが拮抗。
5 生成GPTは、外国人受け入れ拡大補助手段として、日本のオープン化、グローバル化を進める上で効果的。
· 2023年5月分科会【通算第305回】
【日  時】2023年5月17日（水）

18:00 - 20:00 (講演・討議) , 20:00 – 21:00 (講師を囲んでフォローアップ)
【場  所】 Zoom 方式によるオンライン会合
【テーマ】 経済力こそ国防の基礎
【講　師】 早稲田大学　政治経済学術院　教授
鎮目　雅人 氏
【ポイント】
1 歴史的に国防費は「それがなければ他の施策が充実できる」という「願望仮設」に支配。
2 岸田政権下で、防衛力を経済力等を含めて総合的な力として判断しようとする姿勢は評価される。
3 しかし、実態は特定財源の負担論という局地戦に終始。改めて「富国」and/or 「強兵」 の歴史パスを検証。
4 国防費は投資ではなくコストとみられてきたが、国防技術の民生への移転 → 成長に貢献も要検証。
5 国防力は国防費、同GDP比で比較されているが、核保有による抑止力・牽制力の実態も看過できない。

· 2023年4月分科会【通算第304回】
【日  時】2023年4月18日（火）
18:00 - 20:00 (講演・討議) , 20:00 – 21:00 (講師を囲んでフォローアップ)

【場  所】 Zoom 方式によるオンライン会合
【テーマ】 メタバースと経済の未来
【講　師】 駒澤大学　経済学部　准教授
井上　智洋 氏
【ポイント】
1 リアル空間のデジタル化を追求するスマート社会がに対してメタバースはデジタル空間のリアル化を追求。
2 その経済的特徴は (i) 複製の無限性、(ii) 空間の無限性、(iii) 移動速度の無限性。 

3 画像生成AIとも無関係でなく、日本文化と類似性あり、日本にフィット (ｵｰﾌﾟﾝＡＩｱﾙﾄﾏﾝCEO)。
4 サプライチェーンに立脚する製造業を変貌、デジタルツインとも重なり日本復活の可能性を内包。
5 一時冷めたAIへの熱気に再点火。一般に本格的革新はここから始まる。過度な規制でつぶさない構想が肝要。
· 2023年3月分科会【通算第303回】
【日  時】2023年3月10日（金）

18:00 - 20:00 (講演・討議) 
【場  所】 Zoom 方式によるオンライン会合
【テーマ】 ビヨンド５G の展望 ― 未来より今の話をしよう
【講　師】 早稲田大学商学学術院 大学院経営管理研究科教授
長内　厚 氏
【ポイント】
1 国際標準の垂範が鍵で、技術だけでなく、ビジネスの標準も取っていくという姿勢が不可決。
2 そのためには日本の技術が優れていなければならず、結局のところ技術力強化が急務。
3 技術力強化は必要条件であり、十分条件としては、R&D への多額の投資が必要。
4 そのためには今の世代における事業をしっかり成功させることが最も必要 (未来より今の話)。
5 ビヨンド５Gの業種横断性、多面的課題解決機能に照らせば、業種を超えた企業間連携の加速が必要。
· 2023年2月分科会【通算第302回】
【日  時】2023年2月24日（金）

18:00 - 20:00 (講演・討議) , 20:00 – 21:00 (講師を囲んでフォローアップ)  
【場  所】 Zoom 方式によるオンライン会合
【テーマ】 データ分析で読み解く日本のコーポレート・ガバナンス史
【講　師】 南山大学経済学部教授
川本　真哉 氏
【ポイント】
1 戦前、戦後にわたる日本のコーポレート・ガバナンスの変遷をEBPM の視点で検証。
2 明治期: 「奉加帳」形式、直接金融への高い依存、その弊害 (「株式会社亡国論」)。
3 財閥: 所有と支配の分離、長期的経営視点、経営の継続性。
4 戦後： 「戦後改革」、「日本的修正」 を経て、「日本型経営システム」 が形成。
5 往時の成功体験が組織の慣性として残り、DX や、ESG展開を阻害している面がないか。
· 2023年1月分科会【通算第301回】
【日  時】2023年1月18日（水）
18:00 - 20:00 (講演・討議) , 20:00 – 21:00 (講師を囲んでフォローアップ)  

【場  所】 Zoom 方式によるオンライン会合
【テーマ】 終わりなき戦争紛争の100 年史－大戦・冷戦・テロの真相
【講　師】 横浜市立大学国際教養学部講師

六辻　彰二 氏
【ポイント】
1 グローバル経済と多極構造に時代が変わったらこそしてプーチンの侵攻を可能にした。
2 今日の戦争はｺｽﾄﾊﾟｰﾌｫｰﾏﾝｽの高さを希求することをウクライナ戦争は示した。
3 同時に、民生技術の軍事転用に関し、「ココム型の規制」の限界を示した。
4 今次紛争は、冷戦時代とグローバルなものとのハイブリッドで、国際法の「正しさ」があいまい化。
5 国連の拒否権、NATOの全加盟国批准原則が現下の紛争の盲点、アキレス腱。プーチンはそこを突いた。
· 2022年12月分科会【通算第300回】
【日  時】2022年12月14日（水）
18:00 - 20:00 (講演・討議) , 20:00 – 21:00 (講師を囲んでフォローアップ)  

【場  所】 Zoom 方式によるオンライン会合
【テーマ】 気候変動と「日本人」20万年史 – イノベーションへの歴史的示唆
【講　師】 早稲田大学理工学術院 特任教授, 東京大学大気海洋研究所 名誉教授

川幡 穂高 氏
【ポイント】
1 カーボンニュートラルは、農業革命、産業革命、情報革命に次ぐ第四の文明改革。
2 この問題は、人類の進化、物質循環の視点でとらえることが肝要。
3 CO2がもたらす双子の深刻な地球環境問題は、地球温暖化と海洋酸性化。
4 問題の根源は、CO2 レベルではなく、超高速で進む環境変化のスピード。
5 ホモサピエンスの本当の実力が試される人新世の課題。
· 2022年11月分科会【通算第299回】
【日  時】2022年11月16日（水）

18:00 - 20:00 (講演・討議) , 20:00 – 21:00 (講師を囲んでフォローアップ)  
【場  所】 Zoom 方式によるオンライン会合
【テーマ】 中国減速の深層
【講　師】 大阪経済大学 経済学部 教授
福本 智之 氏
【ポイント】
1 中国の経済成長と日本の高度成長との間に同質性と異質性。「すでに成熟」で異質。
2 少子高齢化の人口動態は構造的な負の要因。需給の減少、貯蓄率の低下が不可避。
3 成長概念要再考。権威的政府と活発な民間経済との「共犯」関係。
4 今までの発展軌道に比べて相対的低経済成長は不可避。海外援助能力も低下。新興国の中国離れも懸念。
5 経済停滞との予断は早計。いまだに成長余地、余力潤沢。貯蓄も残存。人口動態に合わせたかじ取りが鍵。
· 2022年10月分科会【通算第298回】
【日  時】2022年10月5日（水）
18:00 - 20:00 (講演・討議) , 20:00 – 21:00 (講師を囲んでフォローアップ)  

【場  所】 Zoom 方式によるオンライン会合
【テーマ】 ESG カオスを超えて
【講　師】 青山学院大学名誉教授・東京都立大学特任教授
北川　哲雄 氏
【ポイント】
1 SDGs, ESG が世界的風潮。その巧拙は日米欧で鮮明に分岐。
2 企業の実質取り組み、企業開示の巧拙、信頼できる評価手法の3者のバランスが混在。
3 欧米では社外取締役の客観的評価が重視。Science Committee (e.g., GSK) は、要注目。
4 SDGs, ESG は、本来、長期視点で展開すべきもの。だが、実態は投資家やマスﾒディｱから近時値を求められる。
5 両者の同時解が鍵。尽きるところ社長の胆力が決め手。「胆力指標」は有効な指標。社長メッセージから作成可。
· 2022年9月分科会【通算第297回】
【日  時】2022年9月14日（水）
18:00 - 20:00 (講演・討議) , 20:00 – 21:00 (講師を囲んでフォローアップ)  

【場  所】 Zoom 方式によるオンライン会合
【テーマ】新しい安全保障環境における尹錫悦政権の展望
【講　師】 キヤノングローバル戦略研究所　主任研究員
伊藤　弘太郎 氏
【ポイント】
1 外交安保4原則 1 「自由」 2 「力」による平和 3 日米韓3ｶ国協力が安全保障の基盤 4 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ中枢国家
2 尹政権は自由・平和・繁栄を基軸に米国と向き合い、これをもとに日欧とも対峙。豪印とも日本以上に対応。
3 韓国は近い隣国故に感情が絡み、理性的判断がしにくいことに要注意。
4 外交ビヘービアは、コインの両面。表に出てこない事象を採って学ぶことがポイント。
5 (中国等第3者の作為もあり)日本には「事実が伝わってこない」という事実を十分認識した上で対応することが肝要。
· 2022年8月分科会【通算第296回】
【日  時】2022年8月24日（水）
18:00 - 20:00 (講演・討議) 

【場  所】 Zoom 方式によるオンライン会合
【テーマ】日本企業初の気候誓約 － 石坂産業 「Zero Waste Design」 ビジョン
【講　師】 石坂産業株式会社 代表取締役
石坂 典子 氏
【ポイント】
1 産業廃棄物の来し方行く末について、総体のパースペクティブを直視・認識して考察することが基本。
2 その上で、実効あるアクションポイントを押さえて、そのブレークスルーに邁進することが要諦。
3 土という共通の媒体を経て、作る責任・使う責任を明確にして見えない価値を見える化することがポイント。
4 言葉でなく体験を通じて認識→体験機会の場→教育の場、との着想から教育・研修を通じて課題の共有に邁進。
5 The Climate Pledge は、署名企業間で課題や対応に関する発信を慫慂しあっていく点で有効。
· 2022年7月分科会【通算第295回】
【日  時】2022年7月13日（水）
18:00 - 20:00 (講演・討議), 20:00 – 21:00 (講師を囲んでフォローアップ) 

【場  所】 Zoom 方式によるオンライン会合
【テーマ】消費者によるイノベーション - 分野外情報の有効性
【講　師】 静岡大学 学術院 工学領域 事業開発マネジメント系列 准教授
本條 晴一郎 氏
【ポイント】
1 インターネットの躍進、教育の進展に呼応して消費者イノベーションが増大。
2 消費者が企業の製品開発に参加する共創が注目。クラウドソーシング、リードユーザー法が主流。
3 消費者イノベーション解明のための情報取得アプローチ: 質問・観察・実験・ネットワーキング。
4 ユーザーイノベーションからソーシャルイノベーションの展開に注目。両者の相互啓発分析は未踏。
5 前者は独自の利益追求、後者は社会的課題との相克の超克をバネとしてイノベーション。両者の接近・共鳴に注目。
· 2022年6月分科会【通算第294回】
【日  時】2022年6月14日（火）
18:00 - 20:00 (講演・討議), 20:00 – 21:00 (講師を囲んでフォローアップ) 

【場  所】 Zoom 方式によるオンライン会合
【テーマ】製造業のデジタル変容史 － サイバー世界とフィジカル世界の好循環に向けて
【講　師】 学習院大学 国際社会科学部 教授

柴田 友厚 氏
【ポイント】
①デジタル化： 情報が現場 (機械と人間) からデカップル → 処理の柔軟性・加工可能性・正確な伝達性。
②機械のデジタル化は日本が嚆矢。1971 インテル MPU , 1973 東京電気, 1976 ファナック MPU 搭載CNC。
③サイバーとフィジカルの世界がIoT で連結。API の進展でCPSを構築。プラットフォームが重要な役割。
④一定の閾値を超えるとネットワーク外部性が働き自動的・加速度的に好循環が構築。建設機械・医療現場で先行。
⑤サイバーでは出遅れたが、フィジカルに関する知見とノウハウをもとにサイバーとの融合領域CPS に活路。
· 2022年5月分科会【通算第293回】
【日  時】2022年5月18日（水）
18:00 - 20:00 (講演・討議), 20:00 – 21:00 (講師を囲んでフォローアップ) 

【場  所】 Zoom 方式によるオンライン会合
【テーマ】デジタルシルクロード　－　情報通信の地政学
【講　師】 慶應技術大学SFC研究所　上席所員

持永　大 氏
【ポイント】
①一帯一路のICTを軸とした戦略。ロックイン・影響力行使を狙いに政府がトップセールス。
②技術の社会実装に関する価値を促進し、権威主義的価値を支える技術・制度の拡散を図る価値外交の一環。
③国内大循環を主体に国内外の双循環を狙いに、国内投資、海外支援、投資回収の第3段階に邁進。
④この段階にきて、債務の罠、中国製品忌避 (ﾍﾞﾄﾅﾑ、ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ等) 等中国モデルの正当性に対する疑念が浮上。
⑤対抗しうる「日本モデル」は高齢化社会対応か。その成功と、国内予算執行体制の抜本改革が不可欠。
· 2022年4月分科会【通算第292回】
【日  時】2022年4月13日（水）
18:00 - 20:00 (講演・討議), 20:00 – 21:00 (講師を囲んでフォローアップ) 

【場  所】 Zoom 方式によるオンライン会合
【テーマ】女性たちが見ている10年後の消費社会
【講　師】 株式会社ハー・ストーリィ 代表取締役

日野 佳恵子 氏
【ポイント】
①消費の7割を主導する女性視点の消費形態、女性固有の構造要因に注目して、消費動向・展望を分析。
②女性固有の身体・心身構造に起因する肉体的変化に対応する「女性経済圏HE-economy」 を形成。
③女性の目から見えている「価値」を事業に活かした「女性視点マーケティング」は貴重なテストベッド。
④少子高齢化やデジタル経済に伴う社会変容は女性の Well-Bing 本格化を導出。モノ・コト・イミ・イギに変遷。・
⑤「女性視点ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ」に即した消費行動要因と「女性の社会進出」、「新しい時代への突入対応」とのリンクが課題。
· 2022年3月分科会【通算第291回】
【日  時】2022年3月16日（水）
18:00 - 20:00 (講演・討議), 20:00 – 21:00 (講師を囲んでフォローアップ) 

【場  所】 Zoom 方式によるオンライン会合
【テーマ】 ステークホルダー資本主義 － 株主至上主義から地球と未来世代を視野に入れた
新たな資本主義への脱皮
【講　師】  株式会社 日本総合研究所 常務理事・未来社会価値研究所長
足達　英一郎 氏
【ポイント】
①株主資本主義 (1970 ﾌﾘｰﾄﾞﾏﾝ) 再考。「人間の幸せ」 (2002 小林陽太郎)、Business Round Table (2019).
②ｽﾃｰｸﾎﾙﾀﾞｰ資本主義 1.0 (幅広いｽﾃｰｸﾎﾙﾀﾞｰの支持) → ｽﾃｰｸﾎﾙﾀﾞｰ資本主義 2.0 (地球環境・未来世代).
③ SDGs ウエディングケーキ： 生物圏・人間社会・経済 (働きがい、不平等 0、つくる責任つかう責任)。
④時間軸の悲劇 Tragedy of the Horizon (2015 Mark Carney). 今の世代 ＋ 次の世代への関心が重要。
⑤将来の夢・ﾋﾞｼﾞｮﾝを現在のｱｸｼｮﾝ・責任にﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ。悲観的な夢との悪循環に陥らないようﾏﾈｰｼﾞすることが要。
· 2022年2月分科会【通算第290回】
【日  時】2022年2月16日（水）
18:00 - 20:00 (講演・討議), 20:00 - 20:15 (講師を囲んでフォローアップ) 

【場  所】 Zoom 方式によるオンライン会合
【テーマ】 米中ハイテク覇権競争と台湾エレクトロニクス産業
【講　師】  日本貿易振興機構 (JETRO) アジア経済研究所 地域研究センター長
川上　桃子 氏
【ポイント】
①米中ハイテク覇権競争、コロナ下での半導体不足を背景にTSMCが世界的に注目。
②台湾は、米中貿易摩擦による貿易転換効果の最大受益者の一つ、半導体産業は覇権競争の焦点。
③TSMCの競争力は、卓越したエンジニア集団・経営者人材、サプライヤー群、の産業集積に依拠。
④水・電力の逼迫、軍事的リスクの高まりを背景に中・米・日等で工場誘致合戦。市場としての潜在力が鍵。
⑤日本のｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ力、市場としての魅力、ハイテク企業にとっての生産の場としての実力が正念場。
· 2022年1月分科会【通算第289回】
【日  時】2022年1月19日（水）
18:00 - 20:00 (講演・討議), 20:00 - 21:00 (講師を囲んでフォローアップ) 

【場  所】 Zoom 方式によるオンライン会合
【テーマ】 自然実験がもたらした実証経済学の変革
【講　師】  東京大学大学院経済学研究科・公共政策大学院　教授
川口　大司 氏
【ポイント】
①エビデンスに基づく政策形成 (EBPM) のニーズの高まりと軌を一にして、意識が高揚。
②政策前後の違いは、政策効果 + ベースラインの違い、なので、後者を認識せずに行っても意味ない。
③パネルデーターによる同一サンプルの追跡データーはベースラインの違いの問題を回避する。
④企業ビヘービアの実態分析が求められている中で、日本は、ミクロレベルのデーター環境が劣後。
⑤テック企業のビッグデータ―は、独禁面の問題は別として、自然実験には貢献する面もある。
· 2021年12月分科会【通算第288回】
【日  時】2021年12月15日（水）
18:00 - 20:00 (講演・討議), 20:00 - 21:00 (講師を囲んでフォローアップ) 

【場  所】 Zoom 方式によるオンライン会合
【テーマ】最後通牒ゲームの謎 － 経済学では説明できぬこと
【講　師】  南山大学 経済学部 准教授
小林　佳世子 氏
【ポイント】
①現実的な人間行動の合理性追求からのずれ（最後通牒ゲームの謎）のロジックの解明に挑戦。
②合理的な経済人（エコン）がとると考えられる合理性追求の制約:　相手の拒否、評判(他人の目)。
③以上だけでは説明不可、さらなる制約: 不公平・共感・第三者罰・裏切者・ゴシップ。深い合理性に依拠。
④一見損と思える行動でも長期的に問題なければそれを選択する「適応合理性」がロジカルに説明。
⑤経済学も行動経済学や実験経済学を始め学際的ﾁｬﾚﾝｼﾞが進んできたが、適応合理性を説明するには至っていない。
· 2021年11月分科会【通算第287回】
【日  時】2021年11月17日（水）

18:00 - 20:00 (講演・討議), 20:00 - 20:30 (講師を囲んでフォローアップ) 
【場  所】 Zoom 方式によるオンライン会合
【テーマ】デジタル・グローバル下での新時代の企業統治
【講　師】  東京都立大学 大学院 経営学研究科 教授
松田 千恵子 氏
【ポイント】
①コロナ禍はこれまで先送りしていた問題を表面化、加速。ビジネスのあり方は大きく変容。
②ビジネスの変容はマネジメントの変容を求める。ガバナンスはマネジメントの合わせ鏡。

③コーポレートガバナンス・コードの再改定 (2021年6月) によりESG がクローズアップ。
④コーポレートガバナンスは「実効性」がポイント。しかし、ESG等非財務情報は整理途上。
⑤本来の経営： 利害関係者の規律付の下で、ﾘｽｸを適切にｺﾝﾄﾛｰﾙしながら企業理念を追求し、企業価値向上。 
· 2021年10月分科会【通算第286回】
【日  時】2021年10月20日（水）
18:00 - 20:00 (講演・討議), 20:00 - 21:00 (講師を囲んでフォローアップ) 

【場  所】 Zoom 方式によるオンライン会合
【テーマ】ポストコロナ・デジタル時代の小売りから学ぶイノベーション
- リアルとネットの融合・世界一便利な興奮体験
【講　師】  一橋大学ビジネススクール国際企業戦略専攻 准教授
鈴木 智子 氏
【ポイント】
①サービス vs デジタルイノベーションは、製造業の産業革命に匹敵。小売り不要論も現出。
②小売業も革新的な対応。買い物時の、軋轢の削減、感動体験の向上が核心。
③顧客体験の向上の流れは、儀式化する小売り (Marketplace Rituals) を導出。
④リアルとオンラインの垣根は低下化。高価値化は顧客にとっての差別化された価値。
⑤差別化は複数の勝者が共存。Zara (Fast Fashion) vs Uni Qlo (Lifewear)。ブランドの視覚化。旗艦店の役割。 
· 2021年9月分科会【通算第285回】
【日  時】2021年9月15日（水）

18:00 - 20:00 (講演・討議), 20:00 - 21:00 (講師を囲んでフォローアップ) 
【場  所】 Zoom 方式によるオンライン会合
【テーマ】 ＤＸとサイバーセキュリティ - 日本的モデルの脆弱性・強靭性
【講　師】  情報セキュリティ大学院大学　教授

藤本 正代 氏
【ポイント】
①情報の機密性、完全性、可用性が情報セキュリティの3要素。
②日本は ISMS (Information Security Management System) の認証数で世界をリード。現在は中国が圧倒。
③DX with Cybersecurityでは、ｾｷｭﾘﾃｨの知識に加え、事業の理解や変化への対応等戦略発想が重要。
④日本にはこの発想が欠如。IT 人材の不足・IT 企業に偏在に加えて、経営者の戦略認識が希薄。
⑤ｸﾗｳﾄﾞの発展・活用はDX に不可欠。User のsecurity 対応と同時にﾍﾞﾝﾀﾞｰｻｲﾄﾞの with security が肝要。
· 2021年8月分科会【通算第284回】
【日  時】2021年8月19日（木）
18:00 - 20:00 (講演・討議), 20:00 - 21:00 (講師を囲んでフォローアップ) 

【場  所】 Zoom 方式によるオンライン会合
【テーマ】 行動科学とマーケティングの融合 － ソーシアルマーケティングによる社会課題の解決
【講　師】 同志社大学商学部准教授 ソーシアルマーケティング研究センター長 
瓜生原　陽子 氏
【ポイント】
①臓器移植の問題に端を発して、臓器提供に至る意思決定のプロセス、支配要因を多層的に検証。
②内的因子、外的要因、歴史的背景、固有の文化等多様な要素が決定プロセスを支配。
③行動科学とマーケティングの融合を図り、ソーシアルマーケティングによる社会課題の解決を企図。
④行動をとった結果の洞察が意思決定にフィードバック。結果に対する不安・不信が否定的決断。
⑤今日、DX、ESG を始め、類種の意思決定問題が山積。普遍性・実践性に卓越した発展が期待。
· 2021年7月分科会【通算第283回】
【日  時】2021年7月21日（水）

18:00 - 20:00 (講演・討議),  
【場  所】 Zoom 方式によるオンライン会合
【テーマ】 ハイブリッド戦争 －　プーチン政権が仕掛ける21世紀型の戦争
【講　師】 慶應義塾大学 総合政策学部 教授 
廣瀬 　陽子 氏
【ポイント】
①現代型戦争としてのハイブリッド戦争:　空間・主体・手段・軌範すべてがボーダーレス。
②必ずしも新しい手法ではないが、昨今サイバー攻撃に磨き。AI を駆使して高度化・狡猾化。
③諸外国の政治介入や政治妨害に奏功。高度・狡猾な効果的心理戦。
④国家支援型・高スキル・弱防衛力・目的や相手に応じた多様な攻撃内容・外交的手段としても活用。
⑤一国単位での対処は困難・同盟国間の連携対処が不可欠。「クアッド」は効果的。ロシアも大いに警戒。
· 2021年6月分科会【通算第282回】
【日  時】2021年6月22日（火）
18:00 - 20:00 (講演・討議),  20:00 - 21:00 (講師を囲んでフォローアップ)

【場  所】 Zoom 方式によるオンライン会合
【テーマ】 不寛容論 － アメリカが生んだ「共存」の哲学
【講　師】 国際基督教大学　教養学部 教授 
森本　あんり 氏
【ポイント】
1 米国は、人工的国家故「建前」をことのほか重視。
2 米国民は、長年の政治的建前に辟易。トランプ岩盤支持層はこの状況に呼応。
3 トランプ支持は、リベラリズム自身が生み出した歴史的帰結。「リベラリズムの欺瞞」。
4 その本質を理解するためには、米国の成り立ちにまでさかのぼった論考が不可欠。
5 歴史的帰結が、異質なものに興味を抱き、その解明がイノベーションを生み出してきた土壌の崩壊にならないよう注意。
· 2021年5月分科会【通算第281回】
【日  時】2021年5月12日（水）
18:00 - 20:00 (講演・討議),  20:00 - 21:00 (講師を囲んでフォローアップ)

【場  所】 Zoom 方式によるオンライン会合
【テーマ】 グローバルタックス – 国境を超える課税権力
【講　師】 京都大学　大学院経済学研究科 教授 
諸富　徹 　氏
【ポイント】
1 グローバル化に伴い、課税重点は、資本→所得→消費と、「逃げられない対象」にシフト。
2 租税回避は利益移転の操作。グローバルな製品・サービス取引の遺漏なき正確な掌握が防止策の鍵。
3 炭素税の基本はﾗｲﾌｻｲｸﾙを通じたﾄﾗｯｸの困難性。ﾃﾞｼﾞﾀﾙ経済下のGDP計測の問題 (Uncaptured  GDP) も同根。
4 多国籍企業のｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ利益に照準を当てたOECD 提案は画期的。ﾃﾞｼﾞﾀﾙ限定、複雑性に難点。
5 売上高・利益率による米提案は、この難点は超克。法人減税歯止めとのﾐｯｸｽ、既個別課税国の既得権との調整が課題。
· 2021年4月分科会【通算第280回】
【日  時】2021年4月14日（水）
18:00 - 20:00 (講演・討議),  20:00 - 21:00 (講師を囲んでフォローアップ)

【場  所】 Zoom 方式によるオンライン会合
【テーマ】 ﾃﾞｻﾞｲﾝ､ｱｰﾄ、ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ － 経営学から見たデザイン思考、DDI、ｱｰﾄ思考、ﾃﾞｻﾞｲﾝ態度
【講　師】 京都産業大学　経営学部 教授 
森永 泰史 　氏
【ポイント】
1 近年、デザイン x イノベーションが大流行： 論理思考の限界、成功事例の登場が背景。
2 コンセプトが乱立 → デザイン思考、ﾃﾞｻﾞｲﾝ・ﾄﾞﾘﾌﾞﾝ・ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ、アート思考、ﾃﾞｻﾞｲﾝ態度の4軸で整理。
3 問題発見 (問題の束) と問題解決 (解決策の束) との相互作用の循環を通じて解 →ｽﾋﾟｰﾄﾞとｱｲﾃﾞｱの量が鍵。
4 4軸それぞれ得手・不得意領域を内包、選択と組み合わせが要諦。
5 経営学内での組み合わせには限界。経済学・工学等との学際的ｼﾅｼﾞｰが必要。ｱﾏｿﾞﾝのﾃﾞｼﾞﾀﾙﾌｧｯｼｮﾝ は要注目。
· 2021年3月分科会【通算第279回】
【日  時】2021年3月17日（水）
18:00 - 20:00 (講演・討議),  20:00 - 21:00 (講師を囲んでフォローアップ)

【場  所】 Zoom 方式によるオンライン会合
【テーマ】 日本経済の長期停滞 － 実証分析が明らかにするメカニズム
【講　師】 関西外国語大学 教授、大阪大学 名誉教授 
小川 一夫 　氏
【ポイント】
1 ﾊﾞﾗﾝｽｼｰﾄの改善にもかかわらず日本経済は2000年代以降も停滞を持続。
2 企業の悲観的な見通しが企業行動を保守的にして、利潤は投資に回らず貯蓄化。
3 企業の悲観的な長期見通しは、消費の低い成長率に起因。
4 消費の低迷は、公的年金制度への不安感に起因。制度改革とその帰結のｺﾝｾﾝｻｽが要諦。
5 国民選好のﾓﾉからｺｺﾛへの移行、ﾃﾞｼﾞﾀﾙ経済に伴う uncaptured GDP へのｼﾌﾄも看過できない。
· 2021年2月分科会【通算第278回】
【日  時】2021年2月16日（火）
18:00 - 20:00 (講演・討議),  20:00 - 21:00 (講師を囲んでフォローアップ)

【場  所】Zoom 方式によるオンライン会合
【テーマ】新興大国インドの行動原理
【講　師】防衛大学校 人文社会科学群 国際関係学科　准教授
伊藤　徹 氏
【ポイント】
1 理解できない国・新興大国。世界最大の「民主主義国」、英仏に匹敵するGDP。
2 外交のDNA: 強い大国指向・自主独立外交への拘泥・実利的行動の伝統。
3 制約構造：脆弱な国民国家・弱い連邦政府・域外修正主義と域内現状維持の力学。
4 戦略的ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ：印米接近・印中対立と協調・印露の「時の試練を得た」関係。
5 日印：対中認識温度差・直面脅威・軍事協力限界・ｲﾝﾌﾗ支援・債務の罠・近隣民主化協力。
· 2021年1月分科会【通算第277回】
【日  時】2021年1月13日（水）
18:00 - 20:00 (講演・討議),  20:00 - 21:00 (講師を囲んでフォローアップ)

【場  所】Zoom 方式によるオンライン会合
【テーマ】価値共創マーケッティング － 市場を超えるマーケッティングの展開
【講　師】岡山理科大学 経営学部 教授
村松　潤一 氏
【ポイント】
1 2004年にｻｰﾋﾞｽ概念の変容 (ｻｰﾋﾞｽをﾅﾚｯｼﾞ・ｽｷﾙ適用のﾌﾟﾛｾｽとして掌握) が提唱。
2 「ﾓﾉはそれを使うところに価値」との認識の下、消費ﾌﾟﾛｾｽに入り込むﾏｰｹｯﾃｨﾝｸﾞが注目。
3 消費ﾌﾟﾛｾｽで企業・顧客の直接的相互作用による共創によって顧客が価値判断。
4 1991年来の情報化社会ではその認識が普遍化。ﾏｰｹｯﾃｨﾝｸﾞは認識変革に慎重。
5 ﾃﾞｼﾞﾀﾙ経済下でGDPには反映しない効用 (Uncaptured GDP) が増大。その扱いも重要な課題。
· 2020年12月分科会【通算第276回】
【日  時】2020年12月9日（水）
18:00 - 20:00 (講演・討議),  20:00 - 21:00 (講師を囲んでフォローアップ)

【場  所】Zoom 方式によるオンライン会合
【テーマ】戦国大名の経済学
【講　師】千葉経済大学 経済学部 准教授
川戸　貴史 氏
【ポイント】
1 「グローバル化」は、16世紀には日本の地政・経済・社会に大きく影響。
2 日本は「海域アジア」(東ｱｼﾞｱ・東南ｱｼﾞｱ海域を交流圏とする地域)の顕著な存在。
3 漢民族国家明の「海禁」政策 (私貿易禁止)が倭寇の跋扈、ｽﾍﾟｲﾝ･ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙの来航等を誘発。
4 1560 年代の海禁緩和が「国際通貨体制」に大きな衝撃。
5 石見銀山の銀の流通、日本固有の1570 年代の米建て石高制は国際通貨に大きなｲﾝﾊﾟｸﾄ。
· 2020年11月分科会【通算第275回】
【日  時】2020年11月10日（火）
18:00 - 20:00 (講演・討議),  20:00 - 21:00 (講師を囲んでフォローアップ)
【場  所】Zoom 方式によるオンライン会合
【テーマ】世界的潮流から見た昨今の日韓関係 －ﾎﾟｽﾄｺﾛﾅの世界秩序と新型ｺﾛﾅの多角的影響
【講　師】青山学院大学 地球社会共生学部 教授
熊谷 奈緒子 氏

【ポイント】
1 ｺﾛﾅ禍で、米国の覇権的地位相対的低下・中国の猛追加速・経済救済牽引国不在を露呈。
2 ﾎﾟｽﾄｺﾛﾅの中国：双循環を標榜するも内需・米欧貿易は期待薄。援助の罠の加速を懸念。
3 韓の対日展望: 日中韓の相対座標。歴史的に中国は上位、日本は下位。対中傾斜の兆候。
4 韓は覇権的地位低下の米と台頭する中国との間で立ち位置模索。対中傾斜進展が焦点。
5 日韓関係は、経済を軸にしたﾌﾟﾗｸﾞﾏﾃｨｯｸナ関係。歴史認識問題は所与、管理の問題。
· 2020年10月分科会【通算第274回】
【日  時】2020年10月13日（火）
18:00 - 20:00 (講演・討議),  20:00 - 21:00 (講師を囲んでフォローアップ)

【場  所】Zoom 方式によるオンライン会合
【テーマ】IoT の革新　　日本に好機
【講　師】慶應義塾大学 教授  慶應義塾常任理事
國領　二郎  氏
【ポイント】
1 ﾎﾞﾄﾙﾈｯｸに着目した技術とﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙの相互作用 → 技術と社会の統合設計が不可欠
2 IoT + ｸﾗｳﾄﾞ → ﾓﾉ･ﾋﾄ･ｶﾈ・知識のﾄﾚｰｻﾋﾞﾘﾃｨ拡大 → 「見える」世界に
3 AIが加わり全ての情報が集積しつながる → 外部経済性発現 → Big data externality 

4 「見えない」ことを前提としたﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙの変容、ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝは大変化中。大きなうねり
5 i-mode で突出しながらｸﾗｳﾄﾞで大きく立ち遅れた日本ﾓﾃﾞﾙ→ﾈｯﾄの転換期に形勢逆転ﾁｬﾝｽ
· 2020年9月分科会【通算第273回】
【日  時】2020年9月7日（月）
18:00 - 20:00 (講演・討議),  20:00 - 21:00 (講師を囲んでフォローアップ)

【場  所】Zoom 方式によるオンライン会合
【テーマ】野生化するイノベーション
【講　師】早稲田大学 商学学術院 教授
清水　洋  氏
【ポイント】
1 経営資源の流動性を上げないと a. 企業の収益性は高まらない、b. ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝが生まれにくい。
2 その時注意すべきは a. 基盤的な技術が育ちにくくなる、b. 破壊的ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝが多くなる。
3 日米の典型的な好対照は、Du Pont と東洋紡。後者は、従業員や地域を慮って30 年を費やした。
4 ﾃﾞｼﾞﾀﾙ経済は、構造を根底から変容させているのではないか。GAFA だけでなく広範に浸透。　 

5 Post COVID-19 に向けてﾎﾟｰﾀｰのCSVの経営視点に要注意。Stakeholder capitalization も同様。
· 2020年8月分科会【通算第272回】
【日  時】2020年8月26日（水）
18:00 - 20:00 (講演・討議),  20:00 - 21:00 (講師を囲んでフォローアップ)

【場  所】Zoom 方式によるオンライン会合
【テーマ】「イノベーター」 で読むアパレル全史
【講　師】株式会社 Kaori Nakano 代表取締役、昭和女子大学客員教授
中野 香織 氏
【ポイント】
1 Fashion は社会を変え、社会は Fashion を変える。Fashion を通じて、社会を変えた50人を追跡。
2 社会と共鳴して、結果としてイノベーションが誘発。方程式はない。
3 Apparel, Fashion, Mode, Style の構造。その中での Luxury の意味合いの歴史的変遷。
4 今は変わり目。そこに注目するブランド。社会貢献しつつも identical な Luxury に固執。　 

5 日本のLuxury business は世界に勝てる。大勢で寄ってたかってカドをトル風潮からの脱却が鍵。
· 2020年7月分科会【通算第271回】
【日  時】2020年7月14日（火）
18:00 - 20:00 (講演・討議),  20:00 - 21:00 (講師を囲んでフォローアップ)
【場  所】Zoom 方式によるオンライン会合
【テーマ】SDGsの達成に向けた科学技術イノベーションの新たな視点
【講　師】国際連合工業開発機関　(UNIDO) 東京投資・技術移転促進事務所　所長　　　　　　
安永 裕幸 氏

【ポイント】
1 世界は諸課題で充満。多くは純粋な経済ﾒｶﾆｽﾞﾑだけでは解決不能→ SDGｓ 17 の目標を提示。
2 課題を明示　→　投資家の関心を喚起　→　投資が集まれば、それが課題解決への推進力。
3 新たなｱﾌﾟﾛｰﾁ：ODA + 民間投資　→＋広範な新ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ (産官学、市民社会、国際機関)。　 

4 発想の転換： 世界に貢献して、ｵｶﾈを儲ける → SDGs に貢献しているからカッコいい。
5 科学技術ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝの新たな視点： 技術を科学。広範な学際分野の連動・連携。ｱﾌﾘｶの示唆。
· 2020年6月分科会
【日  時】2020年6月9日（火）
ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染拡大防止に万全を期すため、e-lecture に切り替え （Text を Web にUpload） 

【場  所】研究・ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ学会 国際問題分科会 Web http://www.foxc-j.com/conferences/forum.html
【テーマ】韓国を蝕む儒教の怨念 - 日韓はなぜ和解しえないのか
【講　師】拓殖大学　国際学部　教授
　呉　善花 氏
【ポイント】(e-lecture Text のﾎﾟｲﾝﾄ)

1 韓国を祟る李朝の亡霊：「歴史を真っすぐに立てる」 - 道徳が最高の法。
2 日本の統治は 「絶対悪」 である・自民族は 「絶対善」 である、との絶対信念。
3 「虚言癖－盗用癖」 の民族病理・権力闘争に明け暮れる国家・社会。
4 強固な理念主義と愚民政策・恨嘆文化と火病社会。
5 以上を理解した上での 「現在の韓国」 との向き合い方をともに考えていくことが要。
· 2020年5月分科会
【日  時】2020年5月14日（木）
ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染拡大防止に万全を期すため、e-lecture に切り替え （Text を Web にUpload） 

【場  所】研究・ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ学会 国際問題分科会 Web http://www.foxc-j.com/conferences/forum.html
【テーマ】IoT の革新　日本に好機
【講　師】慶應義塾大学 教授、慶應義塾常任理事
　
國領　二郎 氏
【ポイント】(e-lecture Text のﾎﾟｲﾝﾄ)

1 COVID-19 によってﾃﾞｼﾞﾀﾙ技術によるﾋﾞｼﾞﾈｽ･ﾌﾟﾛｾｽの再編は不可避。
2 新しい時代にいち早く適合できた企業のみが生き残れる世界に変容。
3 企業や経済の、大胆な変革を進めるｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ力に立脚した、新ﾋﾞｼﾞﾈｽ創造力が鍵。。
4 そのﾎﾞﾄﾙﾈｯｸを解消し、ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ間の信頼性を醸成するﾄﾚｰｻﾋﾞﾘﾃｨの向上が要諦。
5 IoT は、これを高め、本格的なｼｪｱﾘﾝｸﾞｴｺﾉﾐｰを加速。日本の誇る現場での処理力に期待。
· 2020年4月分科会
【日  時】2020年4月16日（木）
ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染拡大防止に万全を期すため、e-lecture に切り替え （Text を Web にUpload） 

【場  所】研究・ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ学会 国際問題分科会 Web http://www.foxc-j.com/conferences/forum.html
【テーマ】野生化するイノベーション

【講　師】早稲田大学 商学学術院 教授
　
清水　洋 氏

【ポイント】(e-lecture Text のﾎﾟｲﾝﾄ)
1 今日、ヒト・モノ・カネといった経営資源の流動性の高まりが顕著化。
2 流動性が高まるほど、イノベーションは破壊的なものにシフト。
3 その一方で、日本のいわゆる「大企業」の多くは硬直化し、収益性が低下。
4 ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝの性質、企業・個人の課題、政策担当者のおさえるべき戦略ﾎﾟｲﾝﾄも大きく変容。
5 ｺﾛﾅｳｲﾙｽによる4月からの延期に伴い、はからずも「次の研究の成果」も浮上。
· 2020年3月分科会
【日  時】2020年3月30日（月）
ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染拡大防止に万全を期すため、e-lecture に切り替え （Text を Web にUpload） 

【場  所】研究・ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ学会 国際問題分科会 Web http://www.foxc-j.com/conferences/forum.html
【テーマ】SDGsの達成に向けた科学技術イノベーションの新たな視点
【講　師】国際連合工業開発機関 (UNIDO) 東京投資・技術移転促進事務所所長　
安永 裕幸 氏

【ポイント】(e-lecture Text のﾎﾟｲﾝﾄ)
1 世界は諸課題で充満。多くは純粋な経済ﾒｶﾆｽﾞﾑだけでは解決不能　→　SDGｓ
2 課題を明示　→　投資家の関心を喚起　→　課題解決への推進力
3 新たなｱﾌﾟﾛｰﾁ：　ODA + 民間投資　→　＋ 広範なﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ (産官学、市民、国際機関)　 

4 発想の転換：　世界に貢献して、ｵｶﾈを儲ける
5 科学技術ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝの新たな視点への示唆：　技術を科学する
· 2020年2月分科会
【日  時】2020年2月19日（水）【通算第266回】

　18:00 - 20:00 (講演・討議),  20:00 - 21:00 (講師を囲んでフォローアップ)

【場  所】東京工業大学 東工大蔵前会館 2階 大会議室
【テーマ】純粋機械化経済
【講　師】駒澤大学 経済学部准教授
井上　智洋 氏
【ポイント】
1 日本はIT革命に乗り遅れ。ﾃﾞﾌﾚ不況下のﾃﾞﾌﾚﾏｲﾝﾄﾞで意識が委縮して大胆な決断が逡巡。
2 中国は大胆に金を投入して頭脳資本主義を遂行。「巨大なｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ」化。量が質に転化。
3 ｽﾋﾟｰﾄﾞ感の違いと金満国家、ﾄﾞｹﾁ国家の好対照が戦略分野の飛躍の差に帰結。
4 中国は、これをもとに、AIの応用に躍進。基礎でも米国凌駕に接近。AIを制し、世界を制する。
5 ﾃﾞｼﾞﾀﾙ経済は従来の経済では測れない。一概に「ﾃﾞﾌﾚﾏｲﾝﾄﾞ」「意識の委縮」と断じていいか。
· 2020年1月分科会
【日  時】2020年1月14日（火）

　18:00 - 20:00 (講演・討議),  20:00 - 21:00 (講師を囲んでフォローアップ)

【場  所】東京工業大学 東工大蔵前会館 2階 大会議室
【テーマ】グローバル化とイノベーションの経営学
【講　師】立教大学 経営学部教授
秋野　晶二 氏
【ポイント】
1 ﾃﾞｼﾞﾀﾙ下の現代巨大企業の生産体制はﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ･ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾊﾞﾘｭｰﾁｪｰﾝ(GVC) に依存。
2 これは、基本的には Chandler の近代企業の成長様式・調整様式に符合。
3 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ化も単に国際的に分散しているのではなく、機能的に統合。ｶﾞﾊﾞﾅﾝｽが機能。
④　しかし、ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ・GVCといっても企業間で多様。 Commonality, Identity の峻別が肝要。、
⑤　市場調整も、ﾃﾞｼﾞﾀﾙ化の市場機能は、「神の見えざる手」による調整とは本質的に異質。
· 2019年12月分科会
【日  時】2019年12月6日（金）

　18:00 - 20:00 (講演・討議),  20:00 - 21:00 (講師を囲んでフォローアップ)

【場  所】東京工業大学 東工大蔵前会館 2階 大会議室
【テーマ】デジタルエコノミーの帰結 – デジタル不確実性とその超克
【講　師】国際応用システム分析研究所（IIASA）主任研究員
リーナ イルモラ 氏
【ポイント】
1 ﾃﾞｼﾞﾀﾙｴｺﾉﾐｰの進展に応じてﾃﾞｼﾞﾀﾙ不確実性が増大。ﾆｭｰ･ﾚｼﾞﾘｴﾝｽ対応が不可欠

2 Productivity challenge, Income challenge, Value sharing challenge が喫緊の課題
3 ｿﾌﾄｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ資源 (Soft innovation resources: SIRs) ﾙｰﾌﾟの包摂によるﾚｼﾞﾘｴﾝｽに期待

4 SIRs は、多面的相互依存性、ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ特性、自己増殖性を内包

5 Minimize R&D cost, Integrate to business process, Experiment co-creation with users が要
· 2019年11月分科会
【日  時】2019年11月20日（水）

　18:00 - 20:00 (講演・討議),  20:00 - 21:00 (講師を囲んでフォローアップ)

【場  所】東京工業大学 東工大蔵前会館 2階 大会議室
【テーマ】日本社会のしくみ：雇用・教育・福祉の歴史社会学
【講　師】慶應義塾大学 総合政策学部　教授
小熊　英二 氏
【ポイント】
① 雇用慣行、人材評価に注目し、日本の低博士課程進学率、専門職の低評価の要因を中心に議論

② 日本企業も欧米企業も経験年数を重視するが、日本は社内経験、欧米は企業横断的な経験を重視

③ 欧米は組合が熟練度を証明・免許を発行、それらの活用の歴史は今日のグローバル化に適合

④ 日本は官庁・軍隊の学歴・年功制度が民間に波及、社内間は平等化したが企業横断的にならず

⑤ 将来的に自営業減少、非正規雇用増大が地域社会を崩壊、格差拡大。補助金による是正が不可避
· 2019年10月分科会
【日  時】2019年10月17日（木）

　18:00 - 20:00 (講演・討議),  20:00 - 21:00 (講師を囲んでフォローアップ)

【場  所】東京工業大学 東工大蔵前会館 2階 大会議室
【テーマ】変換期に直面するＥＵ
【講　師】拓殖大学　政経学部　准教授
細井　優子 氏
【ポイント】
1 積年のﾊﾟﾗﾀﾞｲﾑ変化のうねり、地政的変動のきしみ、制度疲労などがこの時期に一気に噴出
2 民主主義の赤字問題：ﾌﾞﾘｭｯｾﾙで知らないうちに関係問題が決定されていることへの苛立ち
3 ｲﾝﾌﾟｯﾄ正当性 (市民の参加や合意を重視) とｱｳﾄﾌﾟｯﾄ正当性 (ﾃｸﾉｸﾗｰﾄ的効率性追求)の確執
4 ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ正当性優先を受け入れがたい風潮の高まり　→　民主主義の赤字問題の再燃
5 2019年欧州議会選挙に微妙に反映。「自分の1票でEUを変えられる」との意識要注目
· 2019年9月分科会
【日  時】2019年9月11日（水）

　18:00 - 20:00 (講演・討議),  20:00 - 21:00 (講師を囲んでフォローアップ)

【場  所】東京工業大学 東工大蔵前会館 2階 大会議室
【テーマ】真の働き方改革・成長の鍵
【講　師】日本女子大学　人間社会学部　現代社会学科　教授
大沢 真知子 氏
【ポイント】
1 米国女性労働：60年代からｷｬﾘｱ形成の代替効果が所得効果を凌駕。80年代に欧州に浸透
2 日本は異質Women’s Labor Force Participation, Skill Formation and Family Formation in Japan (1984)　講師のD論
3 日本：低賃金・Flexible・夫に依存して社会保障不要 → 非正規雇用(他国より圧倒的に大) のﾙｰﾂ
4 70年代初めから出生率の高止まりが内包 (後刻人口学者は73年からのその兆候を追証)
5 いずれも Rapid economic growth のつけが凝縮。韓国・台湾そして、中国も同様
· 2019年8月分科会
【日  時】2019年8月21日（水）

　18:00 - 20:00 (講演・討議),  20:00 - 21:00 (フォローアップレビュー)

【場  所】東京工業大学 東工大蔵前会館 2階 大会議室
【テーマ】アマゾン銀行が誕生する日
【講　師】立教大学 ビジネスデザイン研究科 特任教授
田中 道昭 氏
【ポイント】
1 ｱﾏｿﾞﾝの金融ﾋﾞｼﾞﾈｽは、ﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙの循環構造を強化する形でｱﾏｿﾞﾝ経済圏の拡大を追求。
2 ｱﾏｿﾞﾝの躍進は大胆なﾋﾞｼﾞｮﾝとｱｼﾞｬｲﾙなｱｸｼｮﾝに立脚したExponential growth (EG) に依拠。 
3 同様のEGは中国に顕著。AI,ﾛﾎﾞｯﾄ等の社会実装が猛ｽﾋﾟｰﾄﾞで進展。このｽﾋﾟｰﾄﾞが肝。 
4 日本の完璧主義はEGの足枷。しかし,ﾃﾞｼﾞﾀﾙ経済の本質はPost EGのLogistic growth対応。
5 ｱﾏｿﾞﾝはこの対応に邁進。社会実装加速は早晩限界に直面。中国のｱﾏｿﾞﾝGO失敗がその例。
· 2019年7月分科会
【日  時】2019年7月19日（金）

　18:00 - 20:00 (講演・討議),  20:00 - 21:00 (講師を囲んでフォローアップ)

【場  所】東京工業大学 東工大蔵前会館 2階 大会議室
【テーマ】グローバル・タックスの理論と実践
【講　師】横浜市立大学 国際教養学部 教授
上村 雄彦 氏
【ポイント】
1 深刻化する地球規模課題に対処できない主権国家体制の限界が露呈。
2 限界の突破には280 兆円/ 年の資金が欠如。その解はｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾀｯｸｽ (GT)に期待。
3 GTは、ﾀｯｸｽﾍﾌﾞﾝ対策、脱国境革新課税、新統治創造の3本柱で構成。 
4 実現に向けてのアプローチは、「山本山」― 上から、下からの両面アプローチ。　　
5 日本は、意外と Key player. これを牽引する政治を育む土壌の醸成が肝要。
· 2019年6月分科会
【日  時】2019年6月19日（水）【通算第258回】

　18:00 - 20:00 (講演・討議),  20:00 - 21:00 (講師を囲んでフォローアップ)

【場  所】東京工業大学 東工大蔵前会館 2階 大会議室
【テーマ】低い日本の労働生産性 - 産業・企業間で格差大きく
【講　師】学習院大学 経済学部 准教授

滝澤 美帆 氏
【ポイント】
1 日本の低労働生産性は、伝統的・宿命的。多労働力・低賃金・長時間労働の歴史に依拠。

2 デジタル経済の進展が、世界に比して、この宿命要因にどう作用するか要検証。
3 希少生産要素の技術等非制約生産要素への代替のお家芸が現下の人手不足問題にﾜｰｸするか。　　
4 ｻｰﾋﾞｽの質を加味して付加価値を膨らませて調整させる発想は、Uncaptured GDP計測 に符合。
5 ｺﾌﾞ･ﾀﾞｸﾞﾗｽ生産関数の3前提条件は、ﾃﾞｼﾞﾀﾙ経済下での労働生産性計測の誤謬要因の懸念。
· 2019年5月分科会
【日  時】2019年5月13日（月）【令和初。通算第257回】

　18:00 - 20:00 (講演・討議),  20:00 - 21:00 (講師を囲んでフォローアップ)

【場  所】東京工業大学 東工大蔵前会館 2階 大会議室
【テーマ】物流危機は終わらない
【講　師】立教大学 経済学部 教授

首藤 若菜 氏

【ポイント】
1 宅急神話を引きずるも、基本的には、運転免許1つで起業可なｲｰｼﾞｰなﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙ。
2 他方、ｽﾃｰｸﾎﾙﾀﾞｰは、多様・多重で、それぞれが時代に沿った革新に邁進。
3 その歪が、高齢化下での「介護流増大」等時代の変化と相まって、「物流業」に鬱積。　　
4 「時代的相応ｻｰﾋﾞｽﾚﾍﾞﾙ」の受容と、「因習的労働ﾙｰﾙ」からの覚醒とのﾏｯﾁﾝｸﾞが不可欠。
5 Commodityを、Physicalに、Driver が、 Deliver する、といった固定通念の脱却が必要。
· 2019年4月分科会
【日  時】2019年4月22日（月）

　18:00 - 20:00 (講演・討議),  20:00 - 21:00 (講師を囲んでフォローアップ)

【場  所】東京工業大学 東工大蔵前会館 2階 大会議室
【テーマ】戦争と内戦の日本史
【講　師】国際日本文化研究センター 教授 

倉本 一宏 氏

【ポイント】
1 平成最後の国際問題分科会 (通算第256回) に相応しいテーマ。

2 文永・弘安に続く3度目の蒙古来襲は、蒙古のベトナム侵攻によって回避。

3 韓国には 「小中華」 (日本より上)、和奴認識が厳存。　　
4 明治維新同様、7世紀後半の律令国家の基盤は6，7世紀に地盤が確立。
5 自国の歴史・他国の歴史に対する正しい認識・理解と相互の尊重こそ,平和と友好の源泉。
· 2019年3月分科会
【日  時】平成31年3月20日（水）

　18:00 - 20:00 (講演・討議),  20:00 - 21:00 (講師を囲んでフォローアップ)

【場  所】東京工業大学 東工大蔵前会館 2階 大会議室
【テーマ】経営現象のロジック
【講　師】早稲田大学商学学術院 教授
大月　博司 氏
【ポイント】
1 経営現象の謎・謎解き・解明されたﾛｼﾞｯｸ・演繹・検証されるｾｵﾘｰ。ﾛｼﾞｯｸの有意性。
2 邦銀から外資への株式ｼｪｱの推移は、自己評価と外部評価との齟齬を示し、含蓄多。
3 監査役会設置会社・監査当委員会設置会社・指名委員会等設置会社の三択はﾛｼﾞｯｸの帰結。
4 同一経営現象にも多様なロジックが共存。
5 ダイナミック ケイパビリティモデルが、今日最先端の注目。
· 2019年2月分科会
【日  時】平成31年2月13日（水）

　18:00 - 20:00 (講演・討議),  20:00 - 21:00 (講師を囲んでフォローアップ)

【場  所】東京工業大学 東工大蔵前会館 2階 大会議室
【テーマ】外国人が見た日本 - 『誤解』と『再発見』の観光150年史

【講　師】フリーライター、元実業之日本社ブルーガイドシリーズ編集長

内田 宗治 氏
【ポイント】
1 日本の観光行政:　決定的に歴史が浅い。表層的対応のみに終始。
2 訪日観光の3つの価値:　日本人の「気質」「作品」(百円ｼｮｯﾌﾟ等)「生活」(雨の日のﾋﾞﾆｰﾙ包装等)。
3 観光立国政策にも大波・小波あり（cf. 80年代中曽根首相主導の「輸入品を買って文化的生活」）。
4 「東京駅新幹線7分間の奇跡」要注目（この「清掃事業」を率先して引き受けた社長も偉い）。
5 観光公害・劣悪雇用・外資・ﾏﾅｰ低下：過渡期の一過性の現象ではなく、定着しかねないことに注意。
· 2019年1月分科会
【日  時】 平成31年1月18日（金）

　 18:00 - 20:00 (講演・討議),  20:00 - 21:00 (講師を囲んでフォローアップ)

【場  所】 東京工業大学 東工大蔵前会館 2階 大会議室
【テーマ】イノベーション‐生産性向上の本質とは何か
【講　師】東京大学公共政策大学院副院長・大学院経済学研究科 教授

大橋 弘 氏
【ポイント】
1 ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ (PF) のｴｺｼｽﾃﾑ化に伴い、ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝの負の部分が一挙に浮上。
2 従来の Invisible hand による市場最適化から、PF運営主体のVisible hand に転換。
3 ﾃﾞｰﾀの量とPFの質的向上に明確な好循環が存在。成功・失敗も自ら精査され効率的。
4 ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾏｰはﾚﾋﾟｭﾃｰｼｮﾝにｾﾝｼﾃｨﾌﾞなので、一定の規律が重要であることを示すことが肝要。
5 PFには、一貫した標準が鍵。日本の「状況に応じた標準化」は国際的には通用しない。
· 2018年12月分科会
【日 時】 平成30年12月10日（月）

　18:00 - 20:00 (講演・討議),  20:00 - 21:00 (講師を囲んでフォローアップ)
【場 所】 東京工業大学 東工大蔵前会館 2階 大会議室
【テーマ】デジタル時代の日本のビジネス
【講　師】京都大学経営管理大学院 准教授 
ウイリアム ベイバー 氏
【ポイント】
1 日本のビジネスのデジタル化への変革が欧米に比して極端に遅いのが常々疑問。
2 江戸時代来の徒弟制に根差す長い on the job training の縛りが底流に存在。
3 ソフトウエアーの習得では、2年でできるところを、モノづくりでは5-8年かけている。
4 ｼﾆｱｰの変革に対する抵抗も根強い。欧米では若年層が仕切るネゴも日本は高年層が支配。
5 日本にも卓越したﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙが多々存在するが、体系的な整理分類努力が皆無。 

· 2018年11月分科会
【日 時】 平成30年11月21日（水）

　18:00 - 20:00 (講演・討議),  20:00 - 21:00 (講師を囲んでフォローアップ)
【場 所】 東京工業大学 東工大蔵前会館 2階 大会議室
【テーマ】インターネットの新たな覚醒
【講　師】東京大学 電子情報工学科 教授
江崎　浩 氏
【ポイント】
1 Physical first からﾈｯﾄの遺伝子に作用されるCyber first へのﾊﾟﾗﾀﾞｲﾑｼﾌﾄの認識が基本。
2 往時のｺﾝﾃﾅﾊﾟﾚｯﾄとﾃﾞｼﾞﾀﾙ小包との対比(ｲﾝﾊﾟｸﾄは抜群、しかし、その効用計測は不明)。 

3 中国のデジタル跋扈：ｲﾝﾌﾗなし、ﾚｷﾞｭﾚｰｼｮﾝなし＋ 国家資本主義
4 ｿｻｲﾃｨ 5.0 の誤謬：政府主導の基盤　→　国も一つのｽﾃｰｸﾎﾙﾀﾞｰとの認識。
5 日本の「周回遅れ」：ｲﾝﾌﾗの既整備、過去の成功体験の組織慣性、ﾃﾞｼﾞﾀﾙ経済計測の誤謬
· 2018年10月分科会
【日 時】 平成30年10月18日（木）

　18:00 - 20:00 (講演・討議),  20:00 - 21:00 (講師を囲んでフォローアップ)
【場 所】 東京工業大学 東工大蔵前会館 2階 大会議室
【テーマ】ロシアと中国　連携と反目の実態
【講　師】慶應義塾大学 総合政策学部 教授
廣瀬 陽子 氏
【ポイント】
1 中ロ関係の実相は、「離婚なき便宜的結婚」。
2 2011 (ロ戦略変換)、2013 (ｼ・ﾛｰﾄﾞ経済圏)､2014 (ｳｸﾗｲﾅ危機)、2015（ﾒｶﾞﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ連携）が節。 

3 ロ経済復興、相対化戦略、ｶｻﾞﾌｽﾀﾝの動向がﾒｶﾞﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ成功の鍵。
4 米は、軍事同盟にまでは進展しないとの認識。
5 中ロ協力の展望は、ﾒｶﾞﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄのﾘｱﾙな実績いかん。しかし、あまり期待できない。

· 2018年9月分科会
【日 時】 平成30年9月12日（水）

　18:00 - 20:00 (講演・討議),  20:00 - 21:00 (講師を囲んでフォローアップ)
【場 所】 東京工業大学 東工大蔵前会館 2階 大会議室
【テーマ】トランプ政権での技術・知財政策、データ戦略の帰趨

 
　- 世界でもっとも特異な米国憲法に基づく特異な国家体制と政策決定メカニズム
【講　師】ウエスタマン・服部・ダニエルズ ＆ エイドリアン（ＷＨＤＡ）法律事務所

米国弁護士、シニアパートナー
服部 健一 氏
【ポイント】
1 憲法由来の堅固な三権分立に基づき、米国行政府の行政実行権能は限定。多くは議会。
2 特許出願件数日本30万件、米59万(半分は外国の出願。米30万、うち新出願は15万)。
3 米国新規出願はぱっとしないものが多いが、中にはとてつもない発想のものが内包。
4 Apple Steve Jobs の求めた究極のSimplicity は日本で満足。従業員の忠誠心に根差す。
5 米国移民は、国籍取得までは勤勉、取得後怠惰に豹変。50年前の総勤勉の再現が要。
· 2018年8月分科会
【日 時】 平成30年8月23日（木）

　18:00 - 20:00 (講演・討議),  20:00 - 21:00 (講師を囲んでフォローアップ)
【場 所】 東京工業大学 東工大蔵前会館 2階 大会議室
【テーマ】デジタルイノベーションの潮流－今日の常識明日の非常識
【講　師】ネットコマース株式会社　代表取締役
斎藤　昌義 氏
【ポイント】
1 Digital transformation, Digital disrupter, モノのサービス化、Mobility as service

2 Digital transformation の行く末は Unknown. 突然変異の出現の可能性は興味津々。
3 尽きるところ、現実社会を変えていくパワー・胆力・民度が要諦。
4 同時に、組織の慣性が、変わっている現実社会を認めさせない要素もあることに注意。
5 IoT はﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾞｰﾀに写し撮られてﾈｯﾄ上で最適解を追求。過去ﾃﾞｰﾀのみの写し撮りに注意。

· 2018年7月分科会
【日 時】 平成30年7月11日（水）

　18:00 - 20:00 (講演・討議),  20:00 - 21:00 (講師を囲んでフォローアップ)

【場 所】 東京工業大学 東工大蔵前会館 2階 大会議室
【テーマ】デジタル経済下の生産性の低下 - 日本企業の低生産性の構造
【講　師】日本生産性本部／経済産業研究所 上席研究員（特任）
岩本 晃一 氏
【ポイント】
2 IoT は、ツールではなく、Business philosophy と認識することが重要。
3 その認識のもと、IoT 社会における 生産性は、生産・流通・消費の全ｼｽﾃﾑで評価。
4 日本の誇るトヨタのｼｽﾃﾑや、ｵｰﾌﾟﾝﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ等の卓越システムは、この高生産性に反映。
5 ﾃﾞｼﾞﾀﾙ経済下の生産性の評価尺度(特に分子の計測・評価)について根本的な再考が必要。
6 ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ4.0は独外企業で実践されているものもありGDPだけには反映しないことに注意。
· 2018年6月分科会
【日 時】 2018年6月13日（水）　

　18:00 - 20:00 (講演・討議),  20:00 - 21:00 (講師を囲んでフォローアップ)
【場 所】 東京工業大学 東工大蔵前会館 2階 大会議室
【テーマ】オープンイノベーションの新潮流
【講　師】学習院大学 経済学部 経営学科 教授
米山 茂美 氏
【ポイント】
1 2003 年来の、ほどほどに古くして、なお新たな発展を続ける命題。
2 アウトバウンドとインバウンドの精妙な相互作用が要。
3 ｱｳﾄﾊﾞｳﾝﾄﾞへの逡巡を、先見性をもって鼓舞・ﾅﾋﾞｹﾞｰﾄする Coordinatorの役割が決定的。 

4 外部開示を通じた積極的学習の奏功が鍵。
5 ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾏｰ・ﾃﾞｼﾞﾀﾙｼﾞｬｲｱﾝﾂのﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙ・ｼｪｱﾘﾝｸﾞｴｺﾉﾐｰとの接点が今日的課題。
· 2018年5月分科会

【日 時】 2018年5月9日（水）　

　18:00 - 20:00 (講演・討議),  20:00 - 21:00 (講師を囲んでフォローアップ)
【場 所】 東京工業大学 東工大蔵前会館 2階 大会議室
【テーマ】ブロックチェーン技術の産業における活用可能性
【講　師】国際大学グローバル・コミュニケーション・センター（GLOCOM） 研究部長／准教授／主幹研究員
高木 聡一郎 氏
【ポイント】
1 ブロックチェーンは、インターネットの (異次元的) 進化形態として、世界的に期待。
2 実際には、新規ブロック作成の負担、マイナーズ巨人による独占、ICO等の課題が浮上。
3 理念・理想実現過程の移行期の課題の本質の理解が肝要。
4 信頼・共有の理念と、猜疑心や負担の存在といった現実とのギャップが問題の本質。
5 在来的な技術・経済の尺度を越えたパラダイムや選好のシフトといった視点が不可欠。

· 2018年4月分科会

【日 時】 2018年4月24日（火）　

　18:00 - 20:00 (講演・討議),  20:00 - 21:00 (講師を囲んでフォローアップ)
【場 所】 東京工業大学 東工大蔵前会館 2階 大会議室
【テーマ】21世紀の長期停滞論
【講　師】東京大学大学院 経済学研究科 教授
福田 慎一 氏
【ポイント】
1 一言でいうと、世界的に「貯蓄過剰」で、それが長期停滞の根源。
2 貯蓄過剰を生む21世紀固有要因：ﾊﾞﾌﾞﾙの頻発、ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ・ｲﾝﾊﾞﾗﾝｽ、少子高齢化、IT化・ｻｰﾋﾞｽ化等。
3 日本固有の少子高齢化：団塊ｼﾞｭﾆｱ―の不出生が最大の要因。すでに手遅れ。人口減は不可避の与件。
4 1950年代の世界、制度、体制、価値観、選好を測る物差しでﾃﾞｼﾞﾀﾙ経済を測ろうとするところに根本的齟齬。

5 旧世界下で発想された制度のﾀｲﾐﾝｸﾞが現世界のﾃﾞﾏﾝﾄﾞﾀｲﾐﾝｸﾞとすべてﾐｽﾏｯﾁ。この是正は実効期待。
· 2018年3月分科会

【日 時】 2018年3月13日（火）　

　18:00 - 20:00 (講演・討議),  20:00 - 21:00 (講師を囲んでフォローアップ)
【場 所】 東京工業大学 東工大蔵前会館 2階 大会議室
【テーマ】データポータビリティに関する国内外の動向: 巨大IT企業の台頭に直面して
【講　師】筑波大学 図書館情報メディア系 准教授
石井 夏生利 氏
【ポイント】
1 EUで、個人ﾃﾞｰﾀ保護を強化する「一般ﾃﾞｰﾀ保護規則(GDPR)」が5月25日に施行。
2 ﾃﾞｰﾀﾎﾟｰﾀﾋﾞﾘﾃｨは、EU版個人情報保護法制度で、ﾃﾞｰﾀ流通市場の公正を企図。
3 透明性を重視したｱｸｾｽ権の発展権を標榜するも巨大IT企業による情報独占への対抗。
4 巨大IT企業の拓いたﾋﾞｼﾞﾈｽ・ｻｰﾋﾞｽは自由なﾃﾞｰﾀ競争を市場に委ねて利用者が受恵。
5 欧米の対応を直視し、すでに集中したﾃﾞｰﾀの流動性を高める大胆な制度的検討が緊要。
· 2018年2月分科会

【日 時】 2018年2月14日（水）　

　18:00 - 20:00 (講演・討議),  20:00 - 21:00 (講師を囲んでフォローアップ)
【場 所】 東京工業大学 東工大蔵前会館 2階 大会議室
【テーマ】ドイツの第4次産業革命におけるデジタル工業化とモノづくり革新：クルマづくりを中心として
【講　師】明治大学 商学部 教授
風間 信隆 氏
【ポイント】
①　ドイツのデジタル工業化の奏功は、そのｲﾝｽﾃｲﾁｭｰｼｮﾝに内包する「労使共同決定」に依拠。

②　それは、伝統的な「ライン型統治システム」の根幹をなす「監査役会」・「経営協議会」が機能。

3 　「長期関係主義」を重視しつつ、「価値創造の中心である人間」を軸に、ﾃﾞｼﾞﾀﾙ化を前提としたBetter の追求、に昇華、

4 複雑性の増大→　モジュール化・マスカストマージェンスの共存　→　4.0　の実践　を牽引、

5 以上はデジタル化経済は、時間 (ｽﾋﾟｰﾄﾞ、過去の経験、未来の洞察）・範囲・規模　の3軸で規定されることを示唆。

· 2018年1月分科会

【日 時】 2018年1月12日（金）　

　18:00 - 20:00 (講演・討議),  20:00 - 21:00 (講師を囲んでフォローアップ)
【場 所】 東京工業大学 東工大蔵前会館 2階 大会議室
【テーマ】新中国下のデジタルイノベーション
【講　師】富士通総研 経済研究所 上級研究員
趙　偉琳 氏
【ポイント】
1 従来モデルの限界・地域先行モデルの波及がイノベーション認識の源泉。
2  国全体の起業意欲、草の根イノベーションは国家発展の源泉。失敗にも寛容。
3  通貨に対する信用欠如・農村のｲﾝﾌﾗ未整備が逆にｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ誘発のバネとして機能。
4  しかし、IT部門に異常に特化。

5  New economyの加速とOld economy への対処の背反２重課題が同時進行。
· 2017年12月分科会

【日 時】 2017年12月14日（木）　

　18:00 - 20:00 (講演・討議),  20:00 - 21:00 (講師を囲んでフォローアップ)
【場 所】 東京工業大学 東工大蔵前会館 2階 大会議室
【テーマ】デジタル・エコノミーとGDP ‐OECDの問題提起
【講　師】日本銀行調査統計局 経済統計課 統計総務グループ 企画役
守屋　邦子 氏
【ポイント】
1 経済のデジタル化に伴うGDP計測の論点 (非計測GDP) は、8つに集約。
2 少なからず従来から扱われてきた課題なるも、ﾃﾞｼﾞﾀﾙ化の進展とともに急速に顕著化。
3 各国の歴史・文化・慣習等によって、扱いの濃淡が一様ではないのも問題複雑化の一因。
4 GDPを補完する物差しの必要性が浮上するも、2つの物差し間での最適解は困難。
5 生産性低下、課税逃避と三位一体の課題。ﾃﾞｼﾞﾀﾙｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝサイドからの研究も緊要。
· 2017年11月分科会

【日 時】 2017年11月22日（水）　

　18:00 - 20:00 (講演・討議),  20:00 - 21:00 (講師を囲んでフォローアップ)
【場 所】 東京工業大学 東工大蔵前会館 2階 大会議室
【テーマ】フィンランドのデジタルイノベーションへの新たな挑戦
【講　師】フィンランド ユヴァスキュラ大学 情報技術学部長
ペッカ・ナイタマキ 氏
【ポイント】
1 2009年以降低迷を続けたフィンランド経済も2016年から復調の兆し。
2 官民が同じ視点でデジタル経済の醍醐味を希求するプラットフォーム形成が奏功。
3 フィンランドの本来的比較優位は、ステークホルダー間の信頼の強さに依拠。
4 相互信頼に依拠して、固有の産学官のFunding mechanism を構築。
5 高信頼は高教育水準・高教育機会を促し、高負担に対する小抵抗を可能化。
· 2017年10月分科会

【日 時】 2017年10月13日（金）　

　18:00 - 20:00 (講演・討議),  20:00 - 21:00 (講師を囲んでフォローアップ)
【場 所】 東京工業大学 東工大蔵前会館 3階 手島精一記念会議室L
【テーマ】日本流イノベーション － 日本企業の特性を活かす成功方程式
【講　師】ワークハピネス代表取締役社長
吉村　慎吾 氏
【ポイント】
1 新陳代謝はイノベーションの必然。守る必要のないものを死守する愚行の是正。
2 シェアリング経済時代に向けて、低依存・低「燃費」・低姿勢、の三低が要。
3 IoT時代は、ソフト (不眠・解あり) がハード (要眠・解不明)を凌駕。
4 AI時代は、人の仕事の2極化が不可避。人を感動させる仕事のみが生存。
5 感動・少規制・異質尊重・明確ミッションが要諦。
· 2017年9月分科会
【日 時】 2017年9月13日（水）

　18:00 - 20:00 (講演・討議),  20:00 - 21:00 (講師を囲んでフォローアップ)
【場 所】 東京工業大学 東工大蔵前会館 2階 大会議室
【テーマ】フィンランドソフトウェア会社の日本進出 － その機会と挑戦

　Finnish software firms in Japan: Opportunities and challenges
【講　師】フィンランド・ユヴァスキュラ大学 情報技術学部ソフトウェアビジネス学科
講師　アルト オジャラ 氏

　Dr. Arto Ojala, 

Adjunct Professor in Software Business, Faculty of Information Technology, University of Jyvaskyla, Finland
【ポイント】
1 日本における芬ソフトウェア企業の日本市場参入の文化等障壁、成功要因分析を紹介。
2 芬・日両市場、文化、参入障壁の比較実証分析を通じて、成功要因を抽出。
3 日本市場向けの周到な実地検証により、成功に導く競争優位確立の可能性が示唆。
4 芬企業の日本市場参入の、市場規模以外のモチベーションも要分析。
5 今次芬企業の分析は、広く海外企業全般の日本市場参入における対応策に発展可。
